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教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価について 

 

 

○ 伊那市教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価（以下「点検・評価」という。）は、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の規定に基づき実施するものです。 

 

（参 考） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（関係条文抜粋） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 

 

○ 点検・評価は、平成２６年度伊那市教育委員会重点施策の達成状況を対象とします。 

 

○ 上記重点施策に関連する事務事業は、２～３ページの一覧表のとおりです。 

 

○ 自己評価については、概ね下記の基準によります。 

評価 内       容 

a 優れた取組が多く、十分成果が上がっている 

b 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている 

c 一定の成果は上がっているが課題もあり、改善の必要がある 

d 成果が十分上がっておらず、改善の余地が多く、抜本的な見直しが必要である 

 

○ 「教育委員会評価委員」による点検・評価についての意見は、最終ページに記載しています。 
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平成２６年度伊那市教育委員会重点施策に関連する事務事業一覧 

 

№ 重点施策 事務事業名 評 価 備  考 

第１節 学校教育の充実 

１－１： 個性や豊かな人間性を育む学校教育の推進 

１ 

学校教育の充実 

総合的な学習 a 学校教育課 

２ 学力向上 b 学校教育課 

３ 幼保小中の連携 b 学校教育課 

４ 読書活動の推進 b 学校教育課 

５ 特別支援教育 ｂ 学校教育課 

６ 外国籍児童生徒の支援 b 学校教育課 

７ 給食運営 ｂ 学校教育課 

８ 教育環境の整備促

進 

学校施設の耐震化・長寿命化 a 学校教育課 

９ 学校備品整備・情報教育 b 学校教育課 

１－２：高校教育・大学教育との連携 

10-1 
高等学校支援 

高等学校振興 b 学校教育課 

10-2 私立高等学校振興 ｂ 学校教育課 

１１ 大学との連携推進 信州大学・東京藝術大学との連携 ｂ 学校教育課 

１－３：心の教育及び支援体制の充実 

１２ 

心の教育と支援 

中間教室 b 学校教育課 

１３ 子育て教育支援相談、家庭児童相談 ｂ 学校教育課 

１４ 不登校児童生徒支援ネットワーク b 学校教育課 

１５ 子どもと親の相談員配置 ｂ 学校教育課 

１６ スクールカウンセラー配置 ｂ 学校教育課 

第２節 生涯学習・芸術文化の振興 

２－１：生涯学習の振興 

１７ 

生涯学習・社会教

育の推進 

市民大学 b 生涯学習課 

１８ 桜大学 a 高遠長谷教育振興課 

19-1 長谷生涯学習講演会 a 高遠長谷教育振興課 

19-2 親孝行の讃歌事業 - 高遠長谷教育振興課 

２０ 

公民館活動の推進 

集会施設建設等補助 b 生涯学習課 

２１ 公民館建設（施設管理） a 生涯学習課 

２２ 公民館共同事業 ｂ  生涯学習課 

２３ 公民館事業 b 生涯学習課 

２４ 

図書館の充実 

蔵書管理 b 生涯学習課 

２５ 図書館イベント b 生涯学習課 

２６ 図書館分館 b 生涯学習課 

２７ 
生涯学習センター

の充実 
生涯学習センター b 生涯学習課 

２８ 人権同和教育の推

進 

社会人権同和教育 b 生涯学習課 

２９ 学校人権同和教育 b 学校教育課 
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２－２：青少年健全育成と家庭教育の充実 

３０ 

青少年の健全育成 

学童クラブ b  生涯学習課 

３１ 子ども週末活動の支援 b 生涯学習課 

３２ 少年補導委員会・少年補導センター b 生涯学習課 

３３ 子ども会・育成会 b 生涯学習課 

３４ 成人式 b 生涯学習課 

２－３：文化の振興 

35-1 

文化事業などの充

実 

伊澤修二記念音楽祭 a 生涯学習課 

35-2 い～な音楽祭 b 生涯学習課 

３６ 市民音楽祭 b 生涯学習課 

３７ 信州伊那井月俳句大会 b 生涯学習課 

３８ 進徳館の日 b 高遠長谷教育振興課 

３９ 伊那能 b 生涯学習課 

４０ 
博物館などの整

備・活用 

創造館 a 生涯学習課 

４１ 高遠町歴史博物館 b 高遠長谷教育振興課 

４２ 信州高遠美術館 b 生涯学習課 

第３節 文化財の保存・継承・活用 

３－１：文化財の保存・継承・活用 

４３ 

文化財の保存・継

承・活用 

史跡高遠城跡 b 高遠長谷教育振興課 

４４ 民俗資料館 b 高遠長谷教育振興課 

４５ 旧井澤家住宅 b 生涯学習課 

４６ 考古資料館 b 生涯学習課 

４７ 民俗文化の伝承 b 生涯学習課 

第４節 スポーツ・レクリエーションの振興 

４－１：豊かなスポーツライフの実現 

４８ 

スポーツライフの

実現 

市民体育祭 b スポーツ振興課 

４９ 総合型地域スポーツクラブ a スポーツ振興課 

５０ 春の高校伊那駅伝 a スポーツ振興課 

５１ ソフトボールの振興 ｂ スポーツ振興課 

５２ 体育施設の整備 a スポーツ振興課 
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第 1節 学校教育の充実 

１－１： 個性や豊かな人間性を育む学校教育の推進 

豊かな人間性や社会性を身に付け、自ら学び、自ら考える「生きる力」を育むため、地域の自然、歴史、産業

等に根ざした特色ある教育を進めます。また、基礎・基本の学力の確実な定着を図るとともに、一人ひとりの個

性や人権を尊重した教育の充実をめざします。  

(１)学校教育の充実 

事 務 事 業 №１ 総合的な学習 H26年度決算額 5,132千円 

事業の目的 
子どもたちの生きる力、郷土を愛する心を育むため、地域の自然や歴史、文化を学習する

など、伊那市らしい総合的な学習を推進します。 

事 業 内 容 
各学校が主体的に取り組む「体験学習」、「交流学習」、「体力づくり」など創造的な学習の

支援 

達 成 状 況 

○全小中学校において、地域の特色を活かした総合的な学習を実施しました。 

○創造的活動推進事業交付金を、全小中学校に交付しました。 

区分 学校名 平成26年度主な取り組み 

小

学

校 

伊那 動物飼育（犬、やぎ・羊他）、農作物栽培、演劇、調理など 

伊那東 稲・野菜栽培、伊那まつり踊り練習と参加、保育園等との交流など 

伊那北 稲・野菜栽培、高齢者との交流、縄文・里山自然パーク体験など 

伊那西 白毛餅・野菜・シイタケ栽培、ぎんなんの販売、林間キャンプなど 

富県 稲・野菜・花栽培、太鼓コンクールへの挑戦、地域の井筋学習など 

新山 新山探検、保育園と交流、白毛餅・野菜栽培、新山まつり参加など 

美篶 鶏・うさぎ飼育、稲・野菜栽培、地域の文化・歴史学習など 

手良 稲・野菜栽培、収穫物調理、和楽器体験、栄小学校交流など 

東春近 稲・野菜栽培、みそ作り、東春近探検、りんご学習、エコ活動など 

西箕輪 野菜栽培、みそ、豆腐作り、保育園・養護学校との交流など 

西春近北 稲、大豆、野菜栽培、みそ・豆腐、五平餅作り、和太鼓演奏など 

西春近南 全校飯盒炊爨、雑穀・野菜栽培、豆腐作り、感謝祭地域交流など 

高遠 稲・小麦・野菜栽培、竹やぶ学習、高遠小まんじゅうの販売など 

高遠北 地域探検、稲・野菜栽培、養護学校と交流、音楽劇、太鼓演奏など 

長谷 田起こしからの稲作、基地作り、孝行猿学習、ふるさと祭りなど 

中

学

校 

伊那 職場体験学習、調査体験的活動(私たちの写真館、創作映像)など 

東部 職場体験、映像作品制作、合唱、地域食材学習、進路学習など 

西箕輪 福祉交流、保育園との交流、職場体験、ロボコンに挑戦など 

春富 ボランティア活動、職場体験、満蒙開拓学習など 

高遠 森林学習、キャリア教育、観桜期プロジェクト、アセアン交流など 

長谷 地域の自然・地理・歴史・文化探訪、福祉交流、職業学習など 
 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】総合的な学習の位置づけを常に明確にする必要があります。また、「体験学習」 

や「交流学習」を通して総合的に「生きる力」や「人間関係力」を養う必要が 

あります。 

【方向性】意欲に関わる学力の伸長を大切に考え、地域の自然や文化・伝統など体験を通し

て行なわれる総合的な学習を推進します。また、信州型コミュニティ・スクール

モデル事業に取り組み、地域に開かれた学校づくりを推進します。 

自己評価  a 
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事 務 事 業 №２ 学力向上 H26年度決算額 3,711千円 

事業の目的 

自ら学ぶ意欲や学習習慣の形成を図るため、学力検査の結果などを基に授業改善などに努

め、児童生徒一人ひとりの実態に応じた学習指導を行います。 

また、中学校の放課後行われる自発的な学習活動を支援します。 

事 業 内 容 

○標準学力検査（NRT）の実施 

・小学４年生（643人）算数・小学５年生（671人）国語、算数、 

・中学２年生（649人）国語、数学、英語 

○学力検査結果の分析と授業改善 

○中学生の放課後学習支援事業の実施 

達 成 状 況 

○伊那市が標準学力検査（NRT）を始めて 11年が経過し、小中学校共に基礎・基本の学力の

定着がみられます。各校においては、検査結果の分析を基に個別指導、授業改善に取り組

むとともに、学力向上と関係が深い「早寝、早起き、朝ごはん、朝読書」など生活習慣の

定着を進めました。 

○教育長、指導主事、学校長で構成する「学力検査検討委員会」を設置し、検査結果の検討、

分析を行うとともに、「学力向上のための実践事例発表会」（58人参加）を開催し、先進事

例の発表をと情報交換を行いました。 

○中学校の放課後学習支援員を募集、委嘱し、中学生の学力向上を支援をしました。 

受講生徒数 464人 （H24:573、H25:491人）   

支援員数 51人 （H24:48人、H25:49人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】平成 26 年度に市が実施した標準学力検査の偏差値では、小学校 4 年生の算数と

５年生の算数で、ほぼ全国平均並み。５年生の国語で平均を上回りました。中学

校では、国語で全国平均並みだったものの、数学、英語で平均を下回りました。

なお、中学校では、いずれの科目でも男子の偏差値が女子を下回っており若干の

課題が見られるものの、全国標準の範囲にあるといえます。 

【方向性】学力検査などの分析を、児童生徒一人ひとりの学習指導に活かすとともに、 

体験的な学習やグループ学習を取り入れたり、授業をもっと良くする３観点を 

特に意識した授業改善に取り組み、児童生徒の自発的な学習を促進します。 

また、家庭や地域などと連携し、学力向上と関係が深い「早寝、早起き、朝 

ごはん、朝読書」、「ノーテレビ・ノーゲーム」などの生活習慣の定着を進めるとと

もに、引き続き、学校ボランティアの募集を行い、学力向上支援員等の確保に努め

ます。 

自己評価 b 

 

  

 

 放課後学力向上支援事業から              キャリア教育（職場体験学習） 

               （伊那中学校）     
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事 務 事 業 №３ 幼保小中の連携 H26年度決算額 0千円 

事業の目的 

保育園・幼稚園と小学校双方が幼児期から学童初期における子どもの発達と活動（遊びと教

育）についての理解を深め、育ちや学ぶ意欲がスムーズに引き継がれ、健やかな成長を支援で

きるよう幼児教育と小学校教育の双方の質の向上を図ります。 

子どもが抱える課題などについて早い時期から情報の共有を図り、早期に適切な支援を行

い、不適応、不登校等への早期対応、未然防止を図ります。 

事 業 内 容 

○幼保小連絡会、小中連絡会の開催 ○学校行事等を通じた児童生徒の交流 

○保育士、小・中学校教員の相互体験 ○幼保小・小中連携推進委員会開催 

○幼保小連携プログラム「伊那市版幼保小連携プログラム」の実践 

達 成 状 況 

○保育士・小学校教職員の相互 1日体験を実施、子どもの実態を体験的に感得することで双方

の意識変革を促す取組になっています。 

○「幼保小連携推進委員会」において作成した伊那市版「幼保小連携プログラム」に基づき、

地域的な特性を生かした各学校の接続期カリキュラムを作成しました。 

○支援を要する子どもを対象に「発育発達支援票」を作成し、幼・保・小・中の情報共有を図

っています。 

○一日入学、運動会、音楽会、文化祭など学校行事への参加、クラス交流、中学校教職員の小

学校での出前授業等、入学、進学への期待感を育みました。 

 

事業の課題

及び方向性 

【課 題】小 1プロブレム、中一ギャップと言われる進学時の学校不適応への対応が求められ

ています。 

【方向性】 

・児童生徒、教職員間の相互交流などを通じ心的距離の縮小を図ります。 

・伊那市版「幼保小連携プログラム」の内容について、教職員、保育士が理解を深める

合同研修会を実施するとともに、カリキュラムの実践、検証、見直しを進めます。 

自己評価 ｂ 

 

 

事 務 事 業 №４ 読書活動の推進 H26年度決算額 41,577千円 

事業の目的 
心豊かな人間性と自ら学ぶ学習意欲を育むため、学校図書館の充実を図るとともに、読書

活動を推進します。 

事 業 内 容 
○図書館司書の配置 

○読み聞かせボランティアの活用及び充実 

達 成 状 況 

○「朝読書」などの全校一斉読書、地域のボランティア等による読み聞かせを全小中学校行

っています。 

○全校に配置した学校図書館司書（17人うち2校勤務4人）が、読書活動や図書館活用の支

援、読書環境の充実に力を発揮しています。 

【参考】図書館の本の１人当たり平均貸出冊数  

小学校110冊（H23 93.0 H24 100.3 H25 105.3 ）冊 

中学校 32冊（H23 22.3 H24 24.9 H25 22.6 ）冊 

児童生徒1人当たり蔵書数 38冊（H23  36.7冊 H24 37.3冊 H25 37.2冊 ）  

事業の課題及

び方向性 

【課 題】読書習慣の定着、自主的、主体的学習活動の支援、情報の収集、選択、活用 

能力の育成が求められています。 

【方向性】引き続き学校図書館の蔵書の充実を図るとともに、図書館を活かし子どもの 

読書活動や調べ学習を支える図書館司書を配置します。 

読み聞かせボランティアの活用を図り、読書活動を推進します。 

自己評価 b 

 



 - 7 - 

 

事 務 事 業 №５ 特別支援教育 H26年度決算額 44,111千円 

事業の目的 

知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、情緒障害等心身に障害

のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上

の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行います。 

事 業 内 容 

○ 特別支援教育支援介助員・講師の配置 

○ 伊那中央病院院内学級の設置、運営 

○「ことばの教室（伊那小学校内）」の設置、運営 

○ 特別支援教育就学奨励費の支給 

達 成 状 況 

○ 特別支援学級に在籍する指導生徒の増加に対応するため、特別支援教育支援員を市費で

配置しました。 

【参考】特別支援学級在籍児童生徒数・クラス数・支援員数   

 小学校 中学校 支援員数 

内( )講師数 児童数 ｸﾗｽ数 生徒数 ｸﾗｽ数 

平成23年度 141 32 68 13 25(1) 

平成24年度 152 33 73 15 28(1) 

平成25年度 161 34 75 15 26(1) 

平成26年度 185 40 67 15 25(1) 

    特別支援教育就学奨励費の支給 159人（H23:121人、H24:130人、H25：150人） 

     

○ 副学籍制度による、特別支援学校に就学する児童生徒と居住する地域の小中学校の 

児童生徒の交流及び共同学習の拡充に努めました。（副学籍児童生徒 63名） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】特別支援学級に在籍している児童生徒が増加する傾向にあります。また、通 

常学級においても学習障害（LD）、注意欠陥多動性障害（ADHD）、広汎性発達障 

害等、学習や生活の面で特別な教育的支援を必要とする児童生徒が増加してお 

り、支援体制の充実が求められています。 

【方向性】関係機関との連携を図り、子どもの将来を見通した指導・助言を行うとともに、

必要に応じて支援員を配置します。 

また、児童生徒、保護者等が障害への理解を深めるとともに、特別支援学校に

通う子どもたちが、友だちとの繋がりや地域での存在感を継続できるよう副学籍

制度の充実に努めます。 

自己評価 ｂ  

 

 

事 務 事 業 №６ 外国籍児童生徒の支援 H26年度決算額 4,614千円 

事業の目的 
通訳、相談、学習支援等の支援体制を整備し、外国籍児童生徒の学校生活への適応、学力の

定着を図る。 

事 業 内 容 

○日本語教室の設置、運営（伊那東小、伊那北小、東部中） 

○外国語児童生徒支援相談員の設置（伊那東小、伊那北小、東部中） 

・児童生徒の学習及び学校生活の支援、家庭への便りの作成、家庭との連絡、通訳等 

○発達障害等特別支援を必要とする外国籍児童の支援介助、家庭と学校との連絡、通訳等に当

たる支援員の配置（伊那東小） 
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達 成 状 況 

外国籍児童生徒に対する、通訳、相談、学習等の支援を継続して行いました。 

【参考】外国籍児童 

    生徒数 

 

 

 

 

 

その他 小学校4校16人、中学校3校11人 

 伊那東小学校 伊那北小学校 東部中学校 

平成23年度 24 23 22 

平成24年度 27 23 20 

平成25年度 30 27 20 

平成26年度 32 26 23 

事業の課題

及び方向性 

【課 題】障害があり特別な支援を必要とする外国籍児童への対応や、多様な言語への対応も

必要となっています。 

【方向性】日本語教室の設置、運営と外国語児童生徒支援相談員等の適切な配置を引き続 

き行います。 

自己評価 ｂ  

 

事 務 事 業 №７ 給食運営  H26年度決算額 253,908千円 

事業の目的 
児童生徒が食事に関する正しい理解と望ましい食習慣を身につけるため、栄養バランスの

とれた給食を提供するとともに、食育を推進します。 

事 業 内 容 
○給食運営 

○栄養士、給食技師の配置 

達 成 状 況 

給食技師の臨時職員化、食材の共同購入により、経費の縮減を図るとともに、栄養士を各

学校及び調理場に配置することにより、食育の推進を図り、地産地消の安全安心な美味しい

給食を提供しました。（平成 26年度県内産食材利用率 約48％） 

【参考】給食提供数 1,352,141食 （H24:1,375,516、H25: 1,362,986） 

給食技師数71人 （H24:73、H25: 73人） 

給食1食あたりの経費 188円 （H24:204円、H25:194円） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】子どもに安全安心、そして美味しい給食を提供するとともに、子どもの食 

に対する理解を深める必要があります。 

【方向性】各学校と連携を取りながら、本格的な農業体験に基づく作物の育成、食材の生産

及び食に対する「いただきます」「もったいない」の感性を育む食農体験事業「暮

らしのなかの食」に小中学校全校で取り組みます。また、人的配置、食材調達な

ど効率的な給食運営を図るとともに、学校給食施設整備計画に基づき、計画的に

施設の整備を行います。 

自己評価 ｂ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         飯盒炊さんの様子                給食試食会の様子 
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(２)教育環境の整備促進 

事 務 事 業 №８ 学校施設の耐震化・長寿命化 H26年度決算額 407,458千円 

事業の目的 

○児童生徒の安全確保と地域の防災拠点の整備を図るため、小中学校の耐震化とトイレの改

修を行います。 

○施設の維持管理を行うとともに、教育環境の改善を図るため、校舎内外の補修等整備を行

います。 

事 業 内 容 

○補強工事等 

新耐震基準に適合していない建物について耐震診断を行った結果、耐震補強等が必要で

あると診断された建物について耐震工事を実施しています。 

○補修工事等 

達 成 状 況 

○耐震補強・トイレ改修工事等 

(1) 補強・改築工事の実施  

  伊那西小学校管理教室棟、体育館非構造部材耐震化、太陽光発電設備設置 

西春近北小玄関棟、体育館構造・非構造部材耐震化、太陽光発電設備設置 

耐震化率 H26末：100.0％（H25末:96.1％） 

(2) トイレ改修工事等の実施 

伊那西小学校（管理教室棟・給食棟・プール付属トイレ 計５箇所） 

浄化槽更新工事 

耐震化率 H26末：100.0％（H25末:96.1％） 

○ 補修工事等 

(1)伊那小学校防火扉改修工事・高遠小学校外壁改修工事 

(2)伊那中学校管理教室棟屋根改修工事・５小学校オイルタンク地上化工事 

 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】構造部材の耐震化は平成 26 末で市内全校が完了したが、非構造部材の耐震化は

ほとんどの学校が未施工である。 

【方向性】平成 32 年度末までに、有利な財源を利用して市内全小中学校の体育館の非構造

部材耐震化工事を推進します。 

自己評価 a  

 

事 務 事 業 №９ 学校備品整備・情報教育 H26年度決算額 9,719千円 

事業の目的 情報教育を含む教育環境の充実を図るため、教材備品及び情報機器の整備を推進します。 

事 業 内 容 
○一般教材・理科教材備品の整備 

○タブレット端末、校内 LAN環境の整備 

達 成 状 況 

○必要な教材備品及び情報機器を整備しました。 

○情報委員会を開催し、情報セキュリティーに対する意識向上を図りました。 

○平成 26 年度は、前年度に引き続き新学習指導要領に対応するための教材備品の整備を進

めるとともに、情報機器（タブレット端末）を 282台導入しました。 

【参考】タブレット端末の台数 282台（新規導入） 

PC教室にLAN環境の整備 市内小中学校 21校（新規設置） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】新学習指導要領に対応する教材備品の整備と、情報機器等の適切な管理を行 

う必要があります。また、パソコン・タブレット等との上手な付き合い方を 

身につける必要があります。 

【方向性】学校からの要望に基づき教材備品や情報機器（タブレット他）を整備するととも

に、情報セキュリティー意識の向上と正しい利用のための情報モラル教育を進めま

す。また、国のモデル事業を受け、情報教育の向上を図ります。 

自己評価 ｂ  
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１－２：高校教育・大学教育との連携 

高等学校教育の充実のための支援を実施するとともに、大学との連携により、高度で専門性のある教育を受け

る環境を創出します。 

 

 (１)高等学校への支援 

 

事 務 事 業 №10-1 高等学校振興 H26年度決算額 3,000千円 

事業の目的 過疎地域高等学校の振興を図るため、高遠高等学校振興会の活動を支援します。 

事 業 内 容 高遠高等学校振興会活動の支援 

達 成 状 況 

○高遠高等学校振興会へ負担金を支出し振興会事業を支援しました。 

○平成23年度から振興会で行う通学費補助事業の経費を市で負担しています。 

【参考】 

○平成 7 年にコース制導入後、文科省の学力向上実践研究校としての実践研究（平成 21 年

度から 3 年間）、長野大学、日本福祉大学、東京芸術大学など高大連携の拡充を図るると

ともに、平成 24 年度、高遠高等学校の将来像検討委員会を設置し、教育内容の改善、充

実に努めています。また、伊澤修二記念音楽祭ほか、地域や保育園、小中学校と連携した

取り組みを進めています。 

○入学者数の推移 

 

 

 

 

○バス通学費補助  

   144人、1,600千円  (H24:108人、1,347千円、H25:124人、1,600千円) 

 平成15年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

入学者数 124 103 118 119 

定  員 120 120 120 120 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】定員確保、高等学校再編後も存続可能な将来像構築が求められています。 

【方向性】高遠高等学校は、コース制を導入する等、特色ある学校運営を行っています。 

    地域の魅力ある学校として発展していくためにも、特色ある教育の拡充、高遠中学

校等との連携及び定員確保へ向けた遠距離通学者の利便性を高める支援が引き続き

必要です。 

自己評価 b  

 

 

事 務 事 業 №10-2 私立高等学校振興 H26年度決算額 1,070千円 

事業の目的 地域の私立高等学校の振興を図るため、私立高等学校の運営を支援します。 

事 業 内 容 
伊那西高等学校に対する支援 

・職員の待遇改善・福利厚生、保護者の負担軽減等の支援 

達 成 状 況 

同校は、市内の生徒を多数受け入れており、地域の高等学校教育に大きな役割を果たし、

地域に根ざした高等学校として定着しています。 

【参考】 

定額補助 １校当たり600,000円 （H22年度より600,000円） 

生徒割補助１人当たり2,600円  （H22年度より   2,600円） 

伊那市に住所を有する生徒数 181人 （H23:159人 H24:158人 H25:154人） 

全校生徒数505人 （H23:466人 H24: 486人  H25：473人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】昭和 63 年より普通コース、進学コースの 2 コース制を導入、地域中学校との連

携を重視し、受験機会の複数化、特色ある教育の充実及び定員確保保に引き続き努め

ていきます。 
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【方向性】地域の高等学校教育に果たす役割や学校運営を取り巻く厳しい状況を考慮し、 

学校運営費補助を継続して行ないます。 

自己評価 b  

 

 (２)大学との連携推進 

 

事 務 事 業 №１１ 信州大学・東京藝術大学との連携 H26年度決算額 0千円 

事業の目的 高度で専門性のある教育を受ける環境を創出します。 

事 業 内 容 信州大学との地域連携、交流の続く東京藝術大学との連携強化 

達 成 状 況 

〇信州大学生による中学校学力支援ボランティア登録  3人 (H25:5人) 

〇信州大学農学部の教職免許取得学生の研修受入れ 

○東京藝術大学学生による吹奏楽及び合唱指導 

・市内中学校・高等学校の吹奏楽、合唱部員等を対象に、東京藝術大学学生を講師として行

われる講習会 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】連携を通じ、専門性のある教育を受ける環境の創出とともに、信州大学卒業生の

伊那市内企業への就職、市内での就農につながる取り組みが求められています。 

【方向性】様々な機会を通じ、信州大学・東京藝術大学関係者との意見交換を行い、互恵関

係を築く取り組みにチャレンジします。 

自己評価 b  
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１－３：心の教育及び支援体制の充実 

小中学校における心の問題や不登校、いじめ問題の解消に努めるとともに、良好な環境の中で子育てができる

よう家族全体を支援します。 

(１)心の教育と支援 

事 務 事 業 №１２ 中間教室 H26年度決算額 4,211千円 

事業の目的 
不登校の児童生徒の居場所を確保し、学校復帰へ向け支援、相談及び学習指導を行ないま

す。 

事 業 内 容 

中間教室の設置 

・適応指導員による相談支援、体験活動、集団活動、学習指導等 

【小学部】開設：毎週月～金曜日、時間：9:00～15:30、会場：やまびこ学級１階                        

【中学部】開設：毎週月～金曜日、時間：9:00～16:00、会場：やまびこ学級２階  

達 成 状 況 

○中間教室通室児童生徒のうち小学生の 50％、中学生の 31.6％が進学又は学校へ復帰しま

した。 

【参考】通室者数  小学部6人（H23:7人 H24:6人  H25:7人)  

中学部19人（H23:20人 H24:11人 H25:14人) 

通室割合 （通室児童生徒数／不登校児童生徒数） 

小学部 28.5％ （H23:35.7、H24: 40.0、H25:58.3％） 

中学部 31.6％ （H23:32.3   H24: 25.0  H25:28.6％） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】長期化した不登校児童生徒への支援が課題であり、未然防止、早期発見、早 

期対応が求められています。 

【方向性】学校、子ども相談室、医療機関等との連携を図りながら、児童生徒、家庭への早

期対応、支援に努めます。 

自己評価 ｂ  

                     

☆ 春富中学校人権宣言                     ２００７年１月１９日 春富中学校生徒会 

第１条 私たちは、いかなる時もお互いに平等であり、楽しく、安心して学校生活を送っていく権利をもつ。 

 第２条 安心して生活できる学校とは、命を大切にし、学校全体に落ち着きがあり、友達を信頼でき、行きたいと思える 

学校である。そのような学校にするため、私たちは努力しなければならない。 

 第３条 私たちは、個人の性格や容姿、人柄や考え方、身体的な特徴、能力や性別、年齢差などといった個性の違いを理 

由とした、あらゆる差別や、中傷、いじめなどの行為をしてはならないし、こういった行為を許してはならない。 

 第４条 私たちは学校生活において自分の意見や考えを表現する自由がある。 

 第５条 私たちは、差別されたり、いじめられたり、中傷されたりしたとき、クラスや学年・生徒会、そして親や先生、 

友達に助けを求めることができる。 

 第６条 差別されたり、いじめられたり、中傷されたりしている人を守るため私たちは立ち上がる義務がある。 

第７条 私たちは、春富中からいじめや差別をなくしていくために、相手の気持ちを考え、思いやりを持って、行動できるよう

努力する。 

 

☆ 西箕輪中学校人権宣言                   ２０１０年１月２１日 西箕輪中学校生徒会 

 第１条 私たちは、いじめや差別についてよく理解するよう努力し、周りにあるいじめに気付けるようになります。 

 第２条 私たちは、一人ひとりの個性を認め、いじめや差別を絶対に許しません。 

 第３条 私たちは、毎日明るくあいさつをし、みんなが声がけできる環境をつくります。 

 第４条 私たちは、常に相手の気持ちを考えて行動し、温かい言葉で話します。 

第５条 私たちは、どんな時でも、助け合い、支え合い、励まし合う友達をつくります。 
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事 務 事 業 №１３ 子育て教育支援相談、家庭児童相談 H26年度決算額 27,196千円 

事業の目的 
親の養育力と家族機能を高め、子どもが自立へ向けての生きる力を培うため、家族、地域、

関係機関が連携し、乳幼児期から思春期まで一貫した相談支援を行います。 

事 業 内 容 

○関係機関との連携及び支援（保健・医療・福祉・教育・警察・司法等） 

○要保護児童生徒（虐待を受けている児童、非行、虞犯等）の保護 

○個別支援検討会議による関係機関の役割分担と連携 

○就学相談 

○指定相談支援事業所の運営 

達 成 状 況 

○子ども相談室を中心に、関係機関と連携して多数の相談や案件に対応しました。 

○発達障害を持つ子どもが人とうまくかかわっていくための方法を身につけるためのソー

シャルスキルトレーニング（SST）や親の養育力の向上を図るためのペアレントトレーニ

ングを実施しました。 

○児童虐待へ対応を強化するため、関係機関の研修を実施しました。また、個別ケース支援

会議を開催し通告後の子供の安全を守るための支援を強化しました。 

【参考】相談・支援数 6,078件（H24：2,997件 H25：7,646件） 

個別支援検討会議 286回（H24：258回 H25：299回） 

就学相談委員会に諮った幼児児童生徒数 111名（H24：91名 H25：84名） 

サービス等利用計画作成数：74人 モニタリング：25回 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】相談件数が増加するとともに、相談内容は多様化し、緊急性が増しています。そ

こで、相談に適切かつ迅速に対応するため、専門職を配置するとともに、児童福祉

法、障害者自立支援法の改正に伴い、小鳩園の相談支援部門と子ども相談室の機能

の一本化を図ることにより、ライフステージに応じた様々な子どもの問題に対応で

きるようになりました。しかしながら、全体の相談件数が多いことから、個別のケ

ースについて、十分対応できていない状況にあります。また、児童虐待については、

困難な事例も多く、幅広い見識や専門性の高い対応が求められています。 

【方向性】今後は問題が深刻化する前に対応するため、早期支援等の防止施策や子どもの健

やかな育ちを阻む種々の根本要因に対応する施策の検討が求められます。 

自己評価 ｂ  

 

 

 

 

事 務 事 業 №１４ 不登校児童生徒支援ネットワーク H26年度決算額 22,649千円 

事業の目的 
子ども相談室を中心に、学校、中間教室、福祉、医療、民間支援団体等、関係機関が連携

し不登校児童生徒の早期発見、早期対応、支援を行います。 

事 業 内 容 

○学校、子ども相談室等が連携し不登校児童生徒の支援に取り組む。 

○中学校への教員補助員配置 

○上伊那子どもサポートセンターの運営費支援                                                                            

達 成 状 況 

○平成21年度以降は増加傾向に歯止めがかかり、一定の成果が表れています。 

○不登校・不適応の傾向を持つ生徒の生活指導や教科指導を行うため、中学校への教員補助

員等を配置しました。（5中学校へ 8人、不登校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1名） 

【参考】不登校児童生徒数・割合           （  ）は％ 

 

 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 H26 

小学校  15人（0.37）  15人（0.37）  12人（0.30）  21人（0.54） 

中学校  62人（2.91）  44人（2.11）  49人（2.34）  60人（2.92） 

合計  77人（1.24）  59人（0.96）  61人（0.99）  81人（1.36） 
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事業の課題及

び方向性 

【課 題】早期発見、早期対応等により、不登校を長期化させない対応が必要です。 

【方向性】スクールカウンセラー、子どもと親の相談員等の相談・支援体制の充実を図ると

ともに、関係機関と連携し対応します。また、児童生徒理解に基づく不登校児童生

徒の早期発見・早期対応等、新たな不登校を出さないための取組みを進めます。 

自己評価 ｂ    

 

 

事 務 事 業 №１５ 子どもと親の相談員の配置 H26年度決算額 10,989千円 

事業の目的 

児童生徒やその保護者が抱える不安や、悩みの相談に当たる相談員を小中学校に配置し、

児童生徒が安心して充実した学校生活を送ることができるよう支援します。必要に応じて子

ども相談室、中間教室、スクールカウンセラー等と連携し、不登校、不適応傾向の児童生徒

とその保護者の支援を行います。 

事 業 内 容 

○ 児童の話し相手・悩み相談 

○ 不登校傾向の児童の早期発見・早期対応（家庭訪問含む） 

○ 不登校児童及び不登校児童をかかえる家庭への対応等 

○ 市費相談員の配置   

相談員 13人（県費1名市費12名）を15校へ配置（2校兼務 2人） 

達 成 状 況 

 

小学校における延べ相談件数 6,829件  

（H23 8,428件 H24 6,726件 H25 6,584件） 

中学校における延べ相談件数 7,273件 

 （H23 5,176件 H24 4,682件 H25 5,727件） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】不登校やいじめに発展する前の早期対応が大事であり、不適応児童生徒やそ 

の保護者に対する、相談支援体制の一層の充実が求められています。 

【方向性】必要に応じ専門機関と連携を図り適時の支援ができるよう、相談体制の充実 

を図ります。 

自己評価 ｂ  

 

 

事 務 事 業 №１６ スクールカウンセラーの配置 H26年度決算額 1,047千円 

事業の目的 
児童生徒、保護者及び教職員等に対し、心理的側面から専門的援助を行い、教育相談体制

の充実を図ります。 

事 業 内 容 
スクールカウンセラーの配置  全小中学校 

・県費配置 4人に加え市費による配置時間の上乗せを行い、適時の相談支援に努める。 

達 成 状 況 

県から配当された相談時間では十分な対応ができないため、市費で上乗せし対応しまし

た。 

【参考】相談件数  小学校延べ505件 （H23:534件 H24:851件 H25:565件） 

中学校延べ591件 （H23:859件 H24:871件 H25:497件） 

相談配当時間 県費 852時間 （H23:911、H24:858、H25:864時間） 

       市費 268.5時間 （H23:288、H24:222、H25:284時間） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】不登校等、児童生徒やその保護者への早期対応が求められていますが、十分 

な人的配置がされているとは言えない状況にあります。 

【方向性】県の配当時間を増やすよう働きかけるとともに、市としても必要な時間につ 

いて対応していきます。 

自己評価 ｂ  
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第 2節 生涯学習・芸術文化の振興 

２－１：生涯学習の振興 

自然や文化、歴史、産業等地域の特徴を生かした生涯学習を推進し、年齢や職業を超えたあらゆる人々が興味

を持って学ぶことのできる環境づくりを進めます。 

ライフスタイルの多様化などにより、生涯学習に対するニーズや関心は、ますます高まっています。第１次伊

那市総合計画に基づき平成22年度末に策定した、生涯学習の総合的な指針「生涯学習基本構想」の基本理念「共

に学び、今に生かし、更に深め、未来へとつなぐ」に基づき、生涯学習事業を推進します。 

 (１)生涯学習・社会教育の推進 

事 務 事 業 №１７ 市民大学・市民大学大学院 H26年度決算額 2,645千円 

事業の目的 
市民の生涯学習の機運を醸成し、生涯学習を推進するため、学習要求に応えた各種講座を

開催します。 

事 業 内 容 
講座の実施 

・芸術文化、歴史、自然科学、健康、音楽、人権などに関する講座の開催 

達 成 状 況 

【市民大学】受講者は、各学年定員を超過している状況で、市民の学習要求の高さが現れて

います。この学習要求に応えるため、学生による自主運営を行いながら、幅広い分野に渡る

講座内容の充実を図っています。 

平成26年度 講座内容 

「金子みすゞ～優しさと悲しみと～」（講師：堀井正子） 

JICA国際協力出前講座「海外派遣での活動体験から」（講師：永井由美子） 

「トーク＆コンサート」（講師：美咲蘭） 

「早稲田人形浄瑠璃公演」（公演：早稲田人形保存会） 

「心！体！まるごと元気体操」(講師：山岸洋子) 

 信大出前講座「活断層に大地震に備える」（講師：廣内大助） 

「我が国初隕石クレーター発見」（講師：坂本正夫） 

「野草講座」（講師：柄山祐希） 

「今、学校は」～伊那市の教育課題の現状～（講師：北原秀樹 副学長） 

「市政よもやま」（講師：白鳥孝 学長） 

「マタギ上映会と後藤監督のトーク」ほか 14講座 計25講座 

【参考】学生数136人 （H24:138、H25: 140人） 

講座数25講座 （H24: 27、H25: 26講座） 

 【市民大学大学院】市民大学の修了者を対象に、さらに学習を深めていただく専門的な学

びの場として 2つのコースを用意し、第一期生を受け入れました。伊那市の発展のため行動

できる地域のリーダーとなる人材の育成を目指します。 

平成26年度 研究内容 

歴史コース     ：高遠藩主の変遷、川下り郷の米作り ほか 

自然科学コース：里山の植物、食用になる植物等、伊那谷の絶滅危惧種 ほか 

【参考】学生数 11人 （歴史コース 5人、自然科学コース6人） 

講座数12講座 出席率 94.3% 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】変化する社会に適応できる力をつけるために、受講者の学習要求を的確にと 

らえた魅力ある講座運営を行う必要があります。修了者の地域貢献の推進が必要で

す。 

【方向性】受講生による自主運営を基本に、魅力ある講座等を企画運営します。また、学習

の成果が地域での活動に活かせるように促します。 

自己評価    b  
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事 務 事 業 №１８ 桜大学 H26年度決算額 476千円 

事業の目的 生活にうるおいと生きがいを与え人生を心豊かに生きるため、生涯学習を推進します。 

事 業 内 容 
講座の開催   

36回開催（4月29日～2月15日  会場：やますそ） 

達 成 状 況 

公民館活動のひとつとして実施され、36回目を迎えた伝統ある大学です。 

平成26年度講座内容（講師） 

「名君 保科正之公の出生秘話」 （講談師 神田 山吹氏） 

「中村不折と池上秀畝－もう一つの大家の系譜」  

（東京芸術大学美術学部芸術学科教授 佐藤 道信） 

「相続は心のリレー」～日本一美しいゆいごん教室～ 

（相続遺言専門行政書士 佐山 和弘氏） 

「これまでがあって、これからがある」－災害を超えて郷土の文化を生かす道とは－ 

（中央大学法学部教授 白水 智氏） 

【参考】受講者数 610人 （H23:555人、H24:600人、H25：670） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】講座内容、講師など地域の特性を活かした運営が求められています。 

【方向性】長年開催され、高遠町地域における生涯学習の場として定着しており、合併 

後、市民大学との共催講座なども実施し、伊那、長谷地域からの参加者も増え 

ています。地域に縁がある方、地域について研究されている方などを講師に招、 

き、地域の特性を生かした運営を行います。また、経費についても工夫しなら 

事業を進めます。 

自己評価  a  

 

事 務 事 業 №19‐１ 長谷生涯学習講演会 H26年度決算額 517千円 

事業の目的 地域住民の生活及び文化、教養の向上を図るため、生涯学習の場を提供します。 

事 業 内 容 

講演会の開催（11月9日 会場：長谷公民館） 

・公民館・小中学校・小中学校ＰＴＡが共催し、著名な講師を招き講演会を開催していま

す。 

達 成 状 況 

平成26年度 

講演 「エベレスト登山と三浦家流健康法」（冒険家 三浦 豪太氏） 

  冒険家で医学博士の同氏を招き、チャレンジ精神・既成概念にとらわれないことの

大切さについて講演いただいた。 

【参考】受講者数 145人 （H24:168人 H25:204人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】講座内容、講師など地域の特性を活かした運営が求められています。 

【方向性】住民が質の高い文化に触れる貴重な機会として、今後も工夫しながら進めます。 

自己評価 ａ  

 

事 務 事 業 №19－2 親孝行の讃歌事業 H26年度決算額 0千円 

事業の目的 民話「孝行猿」の教育への活用と長谷地域の振興を図ります。 

事 業 内 容 「今、伝えたい親へのおもい」を一般の部・小中学生の部に分け作文を公募。 

達 成 状 況 隔年実施 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】公募体制の全国的な展開と孝行猿を活かした地域振興策の実施が求められて 

います。 

【方向性】まずは友好都市や関係ある市町村の協力を得て、全国的な展開を図ります。 

自己評価 －  
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(２)公民館活動の推進 

 

事 務 事 業 №２０ 集会施設整備事業補助 H26年度決算額 3,196千円 

事業の目的 
地域住民の福祉の向上、コミュニティの推進、災害時の拠点の確保などに資するため、集

会施設等を整備する費用の一部を補助します。 

事業内容 

 

伊那市集会施設整備事業補助金交付要綱に基づき、集会施設の新築・増築・改築及び改修

工事の補助金を交付します。 

・対象施設及び交付基準 

施設区分 事業区分 補助要件等 

公民館の分館

又は区が管理

運営する集会

施設 

新築 

補助率   工事費の25％以内 

補助限度額 最高750万円まで 

最低事業費 100万円以上 

増築・改築・ 

改修 

補助率   工事費の25％以内 

補助限度額 最高120万円まで 

最低事業費 50万円以上 

水洗化・ 

耐震補強 

補助率   工事費の30％以内 

補助限度額 最高150万円まで 

最低事業費 50万円以上 

外構整備・ 

舗装 

補助率   工事費の25％以内 

補助限度額 最高120万円まで 

最低事業費 50万円以上 

町内会・常会・

組等が管理運

営する集会施

設 

新築・増築 対象外 

改築・改修 

補助率   工事費の25％以内 

補助限度額 最高50万円まで 

最低事業費 25万円以上 

水洗化・ 

耐震補強 

補助率   工事費の30％以内 

補助限度額 最高60万円まで 

最低事業費 25万円以上 

外構整備・ 

舗装 

補助率   工事費の25％以内 

補助限度額 最高50万円まで 

最低事業費 25万円以上 
 

達 成 状 況 

○集会施設の公共性を考慮し、対象工事の経費の一部を補助しました。 

【参考】補助施設数 6件 3,196千円 （H25: 12件 6,107千円） 

○平成23年度から、合併前の3市町村の交付要綱を統一した、新要綱を運用しています。 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】地元要望がある施設については計画的に改築等を進める必要があります。 

     また、他の同様な補助事業主管課との調整が必要です。 

【方向性】集会施設等は、地域住民の福祉の向上、コミュニティ活動の推進、災害時の 

拠点の確保などに資する事業であるため、予算の範囲内で計画的に、費用の一 

部を補助します。 

自己評価    ｂ  

 



 - 18 - 

 

事 務 事 業 №２１ 公民館建設（施設管理） H26年度決算額 318,679千円 

事業の目的 

地域の生涯学習の拠点整備や地域コミュニティの形成など地域づくりを推進するため、老

朽化した公民館を計画的に建て替えします。 

また、公民館の施設維持に必要な改修等を行ないます。 

事 業 内 容 

○施設改築 

西箕輪公民館、伊那公民館、手良公民館の建て替えについて順次計画を策定 

○施設改修等整備 

達 成 状 況 
○本年度は、実施計画に沿って西箕輪公民館、伊那公民館の建設を行いました。 

 手良公民館の建て替え計画を具体化しました。 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】伊那公民館、手良公民館の建て替えを計画的に進める必要があります。 

【方向性】有利な財源を確保しながら計画的に建設を進めます。 

自己評価    a  

 

 

事 務 事 業 №２２ 公民館共同事業 H26年度決算額 6,839千円 

事業の目的 

青少年の健全育成と家庭教育の充実を全市的に図るため、未就園・未就学の子ども、小学

生とその家庭などを対象に、９公民館が共同して子ども向けの事業を実施します。 

地域の公民館分館活動を支援するとともに、地域理解を深めるため「ふるさと講座」を開

催し、公民館活動への理解を深めてもらうため広報誌を発行します。 

事 業 内 容 
〇分館活動委託事業の実施 

○「公民館報いな」の発行 

達 成 状 況 

 各事業への参加者は多く、集団の中で異年齢の子どもたちは「体験」を通して多くを学び、

それぞれの事業目的が達成されています。 

・「ふるさと講座」（富県、伊那 174人） 

・84分館に活動委託 

・館報毎月発行第４２７号～第４３８号 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】児童の居場所づくりや、「体験」「子ども主体の活動」の場としてニーズが高い事

業であるため、地域や関係団体と連携し、充実を図る必要があります。 

また、連携の目的や効果を検討し、事業の企画や運営を行う必要があります。 

【方向性】縦社会の再構築を願って「子どもが集う公民館」を重点テーマに、参加規模 

が大きな事業について公民館全体で共同事業として取り組みます。また、支援 

ボランティアの確保を進めます。 

自己評価 ｂ                                                          
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事 務 事 業 №２３ 公民館事業 H26年度決算額 4,075千円 

事業の目的 
生涯学習を通した生きがいづくりや地域づくりを推進するため、市内９公民館において、

教室・講座・イベントなどを開催します。 

事 業 内 容 
高齢者、女性、成人、青少年、家庭など様々な分野において教室・講座・イベントなどを

開催 

達 成 状 況 

各地域の特色や住民要望に応えた公民館活動が行なわれ、生涯学習の推進と地域づくりの

役割を果たしています。 

 

【参考】講座・教室・イベントなど公民館利用者数数 161,563人 

（H24: 164,929人、H25:166,478人） 

公民館 平成 26年度活動内容（特徴的なもの） 

伊 那 
夏休みおいで塾、小学生将棋教室、らっこルーム、伊那おやじの会、絵手

紙教室、陶芸教室、元旦ジョギング、野草講座、探鳥会など 

富 県 
夏休み・富県こどもおいで塾、こども公民館書道教室、富県と良寛さん、

のどか学級、高烏谷山区民ハイキング、生きもの探検隊など 

美 篶 
親子青空教室、「芽と実」読み聞かせ、場広山ハイキング、すくすくベビー、

母から娘へ伝えたい味講習会、童謡・唱歌の集いなど 

手 良 わいわいくらぶ、俳句教室、野草講座、文化祭、ゴルフ教室など 

東春近 
子ども体験教室、楽生学級、フォークソング奏で隊、チャレンジおっとこ

塾、童謡唱歌を楽しむ会、森の音楽祭、区民ハイキングなど 

西箕輪 
わんぱく親子塾、テニス教室、通学合宿、脳イキイキ出前講座、夏・秋・

冬の自然観察会、高原マラソン大会、星空観察会など 

西春近 
西春近てらこや塾、出前講座、父居屋の会、かるがも学級、女論の会、万

年青の会、女性トリムバレーボール大会、文化祭、趣味の会発表会など 

高 遠 

進徳館夏の学校、高遠中学校通学合宿、里山の文化を歩く講座、さくらん

ぼきっず、桜大学講座、そば打ち講座、ハーモニカ教室、南アルプスジオ

パーク講座など 

長 谷 
はせっこサマースクール、入野谷講座、戸台の化石学習会、ソフトテニス

教室、くじらくらぶ、歩け歩け運動、おさんぽくらぶなど 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】生活に結びついた公民館活動を通して、生涯学習と地域づくりを進める必要 

があります。 

【方向性】(1)まなぶ…いつでも、どこでも、だれもが学ぶことができ、学び合い、育ち合

い、高めあう機会と場を提供します。 

(2)つなぐ…出会い、ふれあい、交わりを大切にし、仲間づくりと地域の交流を

進めます。 

(3)つくる…地域課題に取り組み、生き生きとした地域づくりと地域文化の伝承

と創造を目指します。 

自己評価 ｂ  
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(３)図書館の充実 

 

事 務 事 業 №２４ 蔵書管理 H26年度決算額 11,491千円 

事業の目的 
市民が自主的な学習を行う「知の拠点」となるため、図書や情報資料の提供の充実を図り

ます。 

事 業 内 容 

○図書館資料の管理（選書、発注、装備・修理、廃棄） 

○空間利用（書架などの配置・案内表示） 

○図書館システムの維持・管理 

達 成 状 況 

優良図書の整備に努めるとともに、市民の知の拠点として定着しています。                         

○平成26年度 

・施設の修繕及び備品の整備を行いました。（伊那） 

・サービスコーナーの移設・運営を行いました。（伊那） 

・島村利正草稿等の整備を行いました。（高遠） 

【参考】                  蔵書数は図書のみ、（ ）内H25 

名   称 蔵書冊数 貸出冊数 登録者数（個人） 利用者数 

伊那図書館 
212,103 

（213,934） 

335,460 

（369,723） 

50,028 

（48,930） 

71,707  

（75,318） 

高遠図書館 
94,018 

（93,248） 

46,304 

（49,495） 

6,166 

（6,064） 

10,320  

（10,929） 

 

・他市町村比較表 

 人口一人当たり 

蔵書冊数（冊） 

人口一人当たり 

貸出冊数（冊） 

登録率％ 

（登録者数／人口） 

伊那市 5.6 6.2 85 

駒ヶ根市 5.3 6.2 60 

辰野町 4.1 4.0 78 

箕輪町 2.6 4.1 55 

飯島町 8.0 5.0 90 

南箕輪村 5.7 7.9 57.6 

中川村 12.0 7.4 - 

宮田村 6.5 4.9 56.2 
 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】市民の「知の拠点」として、多様化する市民の知的ニーズに応えるとともに 

図書や図書館を取り巻く社会状況の変化に対応していく必要があります。 

【方向性】調査・研究・資料の収集整理をし、情報提供を積極的に行ないます。また、 

イベントなどを通して、親しみやすい図書館になるよう努めます。 

自己評価    ｂ  
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事務事業 №２５ 図書館イベント H26年度決算額 1,356千円 

事業の目的 
幅広い世代が「実感・体感」を伴った知の獲得と創造する営みの楽しさを得るため、各種

イベントを開催するとともに、ボランティアなどの人材育成を推進します。 

事 業 内 容 

○おはなしのひろばの開催（職員、ボランティアによる読み聞かせ） 

○ブックスタートの実施（乳児へ絵本のプレゼント） 

○各種講座 児童対象：おはなしのひろば、おりがみ教室、工作教室など  

一般対象：絵本作家講演会、図書館講座など 

○除籍本頒布会、図書館まつりの開催  ○利用者団体への支援 

達 成 状 況 

各種イベントや講座の参加者が増加しており、市民に親しみやすい図書館が定着してきて

います。 

【参考】ブックスタート 518冊 （H24:577、H25:657冊） 

イベント252回6,208人 （H24:267回7,013人、H25:269回6,832人） 

広域情報コーナー利用22団体 （H24:24、H25:24団体） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】市民に身近な図書館となるために、市民との協働による図書館運営を図る必 

要があり、そのきっかけを作る講座などを企画する必要があります。 

【方向性】市民と協働しながら、イベントや講座など魅力ある図書館運営を進めます。 

自己評価    b  

 

事 務 事 業 №２６ 図書館分館 H26年度決算額 16,813千円 

事業の目的 
地区住民の図書館利用の利便を図るため、地区公民館に図書室を設置し、図書や情報資料

の提供の充実を図ります。 

事 業 内 容 
○図書館分館（公民館図書室）の運営と管理 

○公民館の改築にあわせて図書館分館の設置  西箕輪、手良（移設）姉妹 

達 成 状 況 

図書館分館の増加とともに、利用者も増えています。 

○平成26年度は、各公民館図書館の図書資料の整備を行いました。    5,699冊 

【参考】                    蔵書数は図書のみ、（ ）内H25 

名  称 蔵書冊数 貸出冊数 登録者数（個人） 利用者数 

東春近 
19,483 

（20,173） 
26,339 

（24,066） 
1,277 

（1,242） 
4,302 

（4,069） 

富 県 
14,540 

（14,742） 
24,059 

（27,590） 
669 

（634） 
4,077 

（4,649） 

手 良 
8,773 

（9,676） 
12,191 

（15,095） 
375 

（369） 
1,843 

（2,143） 

長 谷 
10,755 

（10,499） 
3,697 

（3,826） 
169 

（165） 
718 

（763） 

美 篶 
15,504 

（15,366） 
27,038 

（37,058） 
658 

（604） 
4,798 

（7,041） 

西箕輪 
3,991 
（0） 

11,869 
（0） 

151 
（0） 

3,070 
（0） 

合 計 
73,046 

（70,456） 
105,193 

（107,635） 
3,299 

（3,014） 
18,808 

（18,665） 

・施設利用率（各地区利用者数／分館設置地区の人口）71.0％ 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】より身近な地域の図書館として、子どもから高齢者までの利用者の利便を図 

る必要があります。 

【方向性】ボランティアとの協働により休室日を解消するなど、利用しやすい図書室運 

営について検討するとともに、未設置公民館への図書館サービスについて検討 

を進めます。 

自己評価    b  
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 (４)生涯学習センターの充実 

事 務 事 業 №２７ 生涯学習センター H26年度決算額 83,223千円 

事業の目的 
市民に生涯学習の機会を提供するとともに、中心市街地の活性化と活力あるまちづくりを

推進するため、生涯学習センターを適正かつ円滑に管理運営します。 

事 業 内 容 

○施設管理 

生涯学習センター部分は直営で管理し、ビル共用部分は共益費を負担して「いなっせ管理

組合」が管理 

○貸し館業務 

○自主事業の運営 

達 成 状 況 

利用者数に若干の変動はあるものの、自主事業などに多数の参加があり、貸し館としての

稼働率も高く、中心市街地の誘客に役割を果たしています。 

平成26年度 自主事業（内容） 

芸術文化体験教室（季節の料理、クラシックバレエ、ヘアアレンジメントほか 23

講座） 

第１１回伊那市民芸術文化祭（舞台発表の部、美術展の部） 

第１０回伊那谷伝統文化公演(伊那谷の人形浄瑠璃、伊那朗読の会ほか) 

音楽公演事業（「福間洸太郎ピアノリサイタル」ほか６事業） 

四季のコンサート（「春を呼ぶフルートアンサンブルほか７事業） 

青少年音楽事業（「第９回 小さな芽コンサート」ほか４事業） 

フライデーコンサート（「Yoshie Ebihara with Friends Live」） 

軒下コンサート（楠州流聖楠会 ほか１団体） 

語学教室（日本語教室さくら組、初級･中級・上級 韓国語講座） 

自主企画教室（文学講座ほか１１講座） 

自主企画イベント（春休み子ども人形劇場） 

【参考】利用室数 9,679コマ （H24:10,135、H25:9,463コマ） 

利用者数 154,600人 （H24:173,599、H25:166,461人） 

各室平均稼働率 56.7％ （H24:60.0、H25:56.0％） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】学習及び文化活動を通し市民相互の交流を促進するとともに、中心市街地の 

活性化に効果のある施設の運用について、更に検討する必要があります。 

【方向性】利用者ニーズにあった自主事業を推進します。また、開館日数、開館時間な 

ど利用者の利便を図るとともに、利用者の意見を反映させることができる管理 

運営方法について検討を進めます。 

自己評価    ｂ   

                                                                                       

                               
    高遠ぶらりワークショップ               伊那の近現代史講座 

           （伊那図書館）                （生涯学習センター） 
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(５)人権同和教育の推進 

事 務 事 業 №２８ 社会人権同和教育 H26年度決算額 3,312千円 

事業の目的 
人権問題に対する理解を促進し、全ての人の基本的人権を尊重するため、人権問題につい

て学習する機会を提供します。 

事 業 内 容 

人権問題についての講演会、巡回講座、学習講座を開催 

・同和問題だけでなく、いじめなどの問題も含め、人権問題について学習する機会を提供

します。 

・人権同和教育講座・学級などの開催 

・情報紙「えがお」の発行 

達 成 状 況 

 公民館等と連携して開催している講座・学級が定着し、幅広い世代で人権問題に対する理

解が図られています。 

【参考】講演会3回･878人（H24:3回･1,063人、H25:3回･1,530人) 

公民館人権講座11回･378人 

（H24: 11回･400人、H25:11回･389人) 

人権同和教育学級 現在休会 （H24:3回、H25:0回） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】同和対策関係特別措置法は失効しましたが、基本的人権を尊重し、同和問題 

のみならず、「いじめ」など全ての差別を防止する必要があります。 

【方向性】市民の重要課題として、人権教育の場や情報の提供など、啓発活動を進めま 

す。 

自己評価    ｂ  

 

事 務 事 業 №２９ 学校人権同和教育 H26年度決算額 1,565千円 

事業の目的 

人権教育はすべての教育の基本という理念に立ち、各教科、道徳、総合的な活動の時間、

特別活動などの特質に応じて、教育活動全体を通じて計画的に推進し、人権感覚を培い、人

権課題を自ら解決する意欲と実践力を持つ子どもたちを育てる。 

事 業 内 容 

○ 伊那市学校人権同和教育研究推進委員会の開催（委員長・副委員長・委員各学校１名）

○ 副読本「あけぼの」配布（小学１・３・５年生、中学 1年生） 

○ 人権教育講演会等の実施 

達 成 状 況 

○ 全ての小中学校において、それぞれの地域性、課題等の実態に沿った人権同和教育計画

を立て、全教育活動を通じて実践した。 

○ 伊那市学校人権同和教育研究推進委員会の開催 4回 

学社連携による推進会議（2 回）職員研修会、人権同和教育研究授業参観・授業研究会

開催。 

○ 人権同和教育副読本「あけぼの」を小学校 1.3.5年生、中学校 1年生に配布し活用 

○ 人権教育プログラムＣＡＰワークショップを 8小学校で実施 

（H26:児童 242人 教職員88人  H25:児童259人 教職員・保護者 191人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】経済状況の悪化、いじめ、児童虐待等子どもたちを取り巻く環境は深刻です。ま

た、子どもたちのコミュニケーション力、自尊感情の低下等が懸念されています。 

【方向性】教職員が豊かな人権感覚を持ち、人権尊重の理念に基づいた人権教育を実践 

する力量を高めるよう教職員研修の充実に努めるとともに、子どもたちの実体験の

機会を増やす等の取り組みを通じ豊かな人間性の育成に努めます。 

自己評価 ｂ  
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２－２：青少年健全育成と家庭教育の充実 

 

青少年の健全育成に向けて、地域で青少年を育てる環境づくりを進め、あわせて学校、行政、地域一体となっ

た家庭教育の充実策に取り組みます。 

 (１)青少年の健全育成 

事 務 事 業 №３０ 学童クラブ H26年度決算額 75,543千円 

事業の目的 
下校後、保護者が就労などにより不在のため、適切な保護が受けられない児童の保護及び

健全育成を図ります。 

事 業 内 容 

学童クラブの設置 

伊那小(２クラブ)、伊那東小(２クラブ)、伊那北小(２クラブ)、伊那西小、富県小、新

山小、美篶小、手良小、東春近小、西箕輪小、西春近北小、西春近南小、高遠小、長谷

小の 14校に開所 （高遠北小は休止） 

達 成 状 況 

入所者が多い伊那小・伊那東小・伊那北小学童クラブは２クラブ体制で対応しています。 

【参考】学童クラブ 18箇所 （H24: 17箇所、H25:17箇所） 

入所者数 522人 （H24:504、H25:519人） 

クラブ設置小学校数／小学校数 100％ （H24: 93、H25:93％） 

入所者数／児童数 13.1％ （H24:12.4、H25: 12.8％） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】保護者の就労支援や児童の健全育成のためニーズが高まっています。 

【方向性】大規模クラブの解消（分割）や老朽・狭隘施設の整備、開所日数の拡充、指 

導員の確保など学校や地域等と連携を図りながら課題を解決し、事業の充実を進め

ます。 

自己評価    ｂ  

 

 

事 務 事 業 №３１ 子ども週末活動の支援 H26年度決算額 1,250千円 

事業の目的 

週末の子どもの居場所づくりの一環として、体験活動を通して「ものの見方、考え方、協

力、自主性」などを身に付けるとともに、地域で主体的に活動できるジュニア・リーダーの

育成を図ります。 

事 業 内 容 
はなまる地域探検隊の設置 

・概ね小学３年生以上の市内小中高校生が交流 

達 成 状 況 

学年の枠を越えた仲間の中で、協力し合い、多くのことを体験することにより、地域で自

分たちが活躍できる資質を身に付けています。 

○平成26年度の主な活動 

・わんぱく広場参加、ふるさと探検、郷土食つくり、夏のアカデミック探検、焚火教室、

国際交流など. 

・はなまる探検隊から育った高校生が推進委員として企画・運営へ参加している。 

【参考】隊員数（小・中学生）68人  （H24:91、H25:83人） 

ボランティアスタッフ（高校生・大学生）67人 （H24:27、H25:59人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】子どもの居場所、縦割りの仲間づくりに重要な組織。今後の支援、関わり方 

【方向性】設立から 10年が経過し、平成２４年度より「はなまる探検隊」として自主的 

な運営を期待し、委託事業としている。 

自己評価    ｂ  
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事 務 事 業 №３２ 少年補導委員会・少年補導センター H26年度決算額 909千円 

事業の目的 
青少年の健全育成と非行防止を図るため、関係団体と連携を図り、街頭指導などを実施し

ます。 

事 業 内 容 

少年補導センター及び補導委員の配置 

・少年補導センターの運営 

・補導委員は、55人を 11班に編成し、毎週土曜日と第３日曜日に街頭指導を実施すると

ともに、学校の長期休暇中は特別街頭指導を実施。 

・「補導センターだより」の発行（年２回） 

達 成 状 況 

 街頭指導による指導件数は減少傾向にあり、指導が非行防止の一助となっています。この

指導件数の減少を踏まえ、指導方針について検討を行いました。 

【参考】補導活動延べ人員383人 （H24:431、H25: 417人） 

指導（声かけ）件数16件 （H24:66、H25:34件） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】子どもを非行へ誘惑する要因が増えるとともに、子どもの規範意識が薄くな 

っています。 

【方向性】少年を取り巻く環境は多様化しており、少年の健全育成を図るため、引き続 

き補導委員を中心に地域が子どもを見守る体制づくりを進めます。 

自己評価    b  

 

 

事 務 事 業 №３３ 子ども会・育成会 H26年度決算額 2,803千円 

事業の目的 
青少年の健全育成事業を推進するため、各地区 34 子ども会・育成会が子どもに係る各種

事業を行います。 

事 業 内 容 

○地区における青少年の健全育成及び家庭教育推進活動 

○子どもの安全、有害環境の排除 

○よりよい教育環境推進協議会などへ参画 

達 成 状 況 

子どもにかかわる組織として地域に定着しており、各地域の実情に応じた活動を実施して

います。 

○平成26年度各地区育成会実施事業 

有害環境チェック活動（7,2 月）、「信州あいさつ運動」への取組、魚つかみ大会、飯盒

炊飯・キャンプ、どんど焼き、子ども神輿、天神様、まんど作り、しめ縄作り、子ども

球技大会、夏祭り・花火大会、その他に子ども映画会、クリスマス会、資源回収、朝の

清掃等 

 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】地域全体で子どもを育てるという環境整備が求められています。 

【方向性】子ども会・育成会は、地区の青少年健全育成の中心として大きな役割を担っ 

ています。しかし、地区によっては、過疎化、高齢化による組織的な問題も生じて

いるため、委託料について見直しを進めます。 

自己評価    ｂ  

 

                                  

 

 

                     

    伊那市よりよい教育環境推進連絡会                        
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事 務 事 業 №３４ 成人式 H26年度決算額 1,041千円 

事業の目的 新成人を祝い、成人としての意識の高揚を図るため、式典を執り行います。 

事 業 内 容 
成人式の実施 

・公民館単位１０地区で実施 

達 成 状 況 

平成21年度から伊那地域においても公民館単位での実施に変更しました。 

【参考】( )内H25 

地 区 実施日 対象者 出席者 出席率 

竜 西 ８月１５日 
174人 

(149人) 

116人 

(98人) 

66.7％ 

(65.8％) 

竜 東 ８月１５日 
220人 

(197人) 

137人 

(138人) 

62.3％ 

(70.1％) 

富 県 ８月１５日 
22人 

(38人) 

20人 

(29人) 

90.9％ 

(76.3％) 

美 篶 ８月１５日 
73人 

(74人) 

53人 

(59人) 

72.6％ 

(79.7％) 

手 良 ８月１４日 
24人 

(28人) 

14人 

(23人) 

58.3％ 

(82.1％) 

東春近 ８月１５日 
62人 

(70人) 

54人 

(54人) 

87.1％ 

(77.1％) 

西箕輪 ８月１５日 
58人 

(81人) 

31人 

(43人) 

53.4％ 

(53.1％) 

西春近 ８月１５日 
79人 

(70人) 

64人 

(58人) 

81.0％ 

(82.9％) 

高遠町地区 １月 ２日 
  63人 

(51人) 

56人 

(46人) 

 88.9％ 

(90.2％) 

長谷地区 １月 １日 
  14人 

(17人) 

13人 

(15人) 

 92.9％ 

(88.2％) 

※伊那地区（竜西～西春近）計 68.7％ （H24:68.1、H25: 71.0％） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】開催方法、時期等を含めて、新成人にとってより良い成人式とは何かを検討 

し、実施する。 

【方向性】「伊那市成人式のあり方検討委員会」の結果からこれまでどおり分散形式とし、

伊那市成人式として一体感を持てるよう、記念品、パンフレット等出来ること

から統一していく。 

自己評価 ｂ  

                         

         

 

                       

               

  

 

 

 

伊那市成人式（竜西地区）             平成２６年度記念品（印鑑ケース） 
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２－３：文化の振興 

 

文化芸術施設の整備及び充実を図り、文化芸術の鑑賞機会の充実や意識の高揚などを通じて、市民の文化芸術

活動の振興を図るとともに、新しい文化の創造を推進します。 

 

 (１)文化事業などの充実 

 

事 務 事 業 №３５-１ 伊澤修二記念音楽祭 H26年度決算額 6,062千円 

事業の目的 
伊澤修二先生を顕彰するとともに、東京藝術大学との交流を通し、地域文化の振興を図り

ます。 

事 業 内 容 

○伊澤修二記念音楽祭 

・高遠町出身で東京藝術大学の前進である東京音楽学校の初代校長を勤めた伊澤修二先生

を顕彰する音楽祭。昭和 62 年の東京藝術大学創立百周年を機に、旧高遠町で第１回が

開催され、秋恒例の音楽祭となっている。 

○東京藝術大学学生による吹奏楽及び合唱指導 

・市内中学校・高等学校の吹奏楽、合唱部員等を対象に、東京藝術大学学生を講師として

行われる講習会 

達 成 状 況 

東京藝術大学との音楽交流や日頃の練習の成果を発表する機会の創出が図られました。藝

大関係者を含む音楽祭関係者同士がより交流を深めました。高校生の関心向上を目的として

音楽祭のチラシ、ポスター原画作成を高校生に依頼しました。 

【参考】入場者数 2,200人 （H24:1,950人、H25:2,100人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】伊澤修二先生を縁とする東京藝術大学とのつながりを大切に、地域文化の振 

興にいかす必要があります。 

【方向性】東京藝術大学の優れた音楽に触れ、また市内中学生が指導を受けるよい機会 

になっています。伊那市固有の音楽祭として発展させるため、積極的なＰＲを図 

っていきます。 

自己評価    ａ  

 

 

事 務 事 業 №３５-２ い～な音楽祭 H26年度決算額 290千円 

事業の目的 コーラスグループを中心に合唱の発表機会を提供し、音楽を通じた相互交流を深めます。 

事 業 内 容 

〇い～な音楽祭 2014開催（平成26年12月14日） 

・各音楽団体の代表者により構成された実行委員会が運営し、一般や学校関係団体から参

加を募り、一般市民の入場も呼びかけて県伊那文化会館で開催される市内合唱グループの

発表会 

達 成 状 況 

実行委員自らの企画運営により、互いの参加団体が協力し合いながら、費用をかけずに充

実した音楽祭の開催を図ることができました。 

【参考】参加団体数 24団体 （H24:23、H25:22団体） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】身近な発表の場として、参加しやすい運営に努める必要があります。参加団体の

増加に対応し、運営方法の検討を進める必要があります。 

【方向性】今後も息の長い音楽祭となるよう、実行委員会の組織の充実と事業内容の充 

実を図ります。25年度から参加団体が順番で事務局を務めています。 

自己評価    b  
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事 務 事 業 №３６ 市民音楽祭 H26年度決算額 100千円 

事業の目的 
市民に良質な音楽と発表する場を提供するため、市民が企画し参加する音楽祭を開催しま

す。 

事 業 内 容 

①ふるさと芸能祭 ②手づくりの演奏会 ③生涯学習センターイベントの３事業を実施

します。①と②は隔年で実施します。 

平成23年度事業  伊那節大会2011／ふるさと芸能祭 

手づくりの演奏会「オペラ春香」（開催準備補助） 

平成24年度事業  手づくりの演奏会「オペラ春香」 

平成25年度事業  伊那節大会2013／ふるさと芸能祭 

平成26年度事業  手づくりの演奏会「カルミナ・ブラーナ」 

達 成 状 況 

内容などによって参加者にバラツキはありますが、良質な音楽を提供する音楽祭として定

着してきています。市民が企画、出演する手づくりの音楽祭です。 

【参考】伊那節大会／ふるさと芸能祭 入場者数200人 伊那節コンクール 36人出場 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】市民音楽祭の目的である「手作り」「良質な音楽の提供」を基本に、特色ある 

運営をする必要があります。 

【方向性】市民が企画し、参加する音楽祭、良質な音楽の提供を進めます。合併１０周年に

向けて事業の充実を図ります。 

自己評価    b  

 

事務事業 №３７ 
千両千両井月さんまつり 

信州伊那井月俳句大会 
H26年度決算額 1千円 

事業の目的 

伊那市を終焉の地とした漂泊の俳人井上井月を偲び、末永く顕彰するとともに、日本の伝

統文化である俳句に親しみ、楽しんでもらうため、俳句大会を開催します。 

また、俳句愛好者以外にも井月を広め、地域活性化に繋げることを目的に、大会にあわせ、

千両千両井月さんまつりを開催します。 

事 業 内 容 

・第23回信州伊那井月俳句大会の開催（平成 26年8月13日～9月6日） 

実行委員会を中心に俳句大会を企画・開催し、事前に募集した小中学生及び一般からの

投句の中から、入賞作品の発表・表彰を行ないます。 

・二代目高橋竹山公演、井月シンポジウム、井月関連展示、物販ほか 

達 成 状 況 

井月愛好者、俳句愛好者、商工関係者等により構成するまつり実行委員会と、俳句大会実

行委員会が協働し、『まつり』要素を取り入れて実施した。実行委員会事務局も民間団体が

担った。開催経費については、「地域発元気づくり支援金」の助成を受けたことにより、投

句料と合わせてほぼ全額を実行委員会で賄うことができた。 

【参考】俳句大会 投句数8,033句 （一般1,763句、小中学生6,270句） 

        （H24: 8,156句、H25: 7,635句) 

一般参加者数200人 （H24:178人、H25:234人） 

    その他まつり 高橋竹山公演 330人、井月シンポジウム 100人ほか 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】俳人井上井月を顕彰するとともに、俳句に親しみ、俳句の普及を図る必要が 

あります。まつりとしての事業内容の見直し、広報等、参加者を増やす方策が必要

です。民間団体主体の事業運営には課題があり、今後の運営主体の検討が必要です。 

【方向性】井上井月、俳句を通じて全国的にアピールできる事業であるため、開催方法 

や内容を検討しながら更に発展させる必要があります。俳句以外の面からも井 

月に親しむことのできる「まつり」の民間主導による運営の可能性を検討しま 

す。 

自己評価    ｂ  
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事 務 事 業 №３８ 進徳館の日 H26年度決算額 495千円 

事業の目的 
進徳館教育の再発見をし、先人の遺訓を学び、その精神を現代に活かして歴史と文化のま

ち伊那市へ一層の発展を図ります。 

事 業 内 容 
○式典、基調講演、学習発表など（5月24日 会場：進徳館、高遠閣） 

○剣道大会（5月24日 会場：高遠スポーツ公園文化体育館） 

達 成 状 況 

実学重視の藩校「進徳館」の学びの心に触れ、藩校教育の伝統や精神を継承し、地域の生

涯学習の振興を図る事業として地域に定着しています。 

○平成26年度 第20回進徳館の日 

・五聖像に礼拝 

・式典 

・基調講話 高遠中学校 唐澤久樹校長「子どもに学び 高遠に学び…」 

・実践報告 高遠中学校教諭 飯島隆志先生「おもてなしから学びへ－高遠中学校の観桜

期活動－」 

・学習報告 高遠小学校５学年の皆さん 「孤軍高遠城（舞踊）」「高遠城址公園について

調べたこと」 

・基調講演「江戸時代に学ぶ現代」 

講師 徳川 恒孝（徳川宗家第 18代当主） 

【参考】参加人数 150人 （H24: 200人 H25: 200） 

 

○平成26年度 第16回進徳館の日記念剣道大会 

【参考】参加チーム数 35チーム （H24:35チームH25: 31チーム） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】藩校「進徳館」の藩校教育の伝統や精神を継承し、その精神を現代に生かし 

た事業展開を行なう必要があります。 

【方向性】進徳館教育の精神や優れた点を学び、現代社会に対応する方策を創造すると 

ともに、広くＰＲすることによりこの事業の活用と面的な拡大を図ります。 

自己評価 ｂ  

 

 

事 務 事 業 №３９ 伊那能 H26年度決算額 475千円 

事業の目的 日本の伝統芸能である「能」と「狂言」に親しむ機会を提供します。 

事 業 内 容 

「能」「狂言」公演の開催 

・平成２年に第１回を民間との協働により開催し、伊那市と県伊那文化会館が隔年で支援

し、中学生の希望者を無料で招待しています。 

達 成 状 況 

 演目などにより入場者数の増減はありますが、日本の伝統芸能である「能」と「狂言」に

親しむ良い機会となっています。教職員向けの体験講座も開催しました。 

○第23回伊那能（平成26年11月16日開催） 

【参考】入場者数 630人 （H24:800人、H25:630人） 

教職員向け体験講座 30人 

負担金 475千円 （H24:475千円、H25:0円隔年負担のため） 

※23年度までは補助金 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】日本の伝統芸能である「能」と「狂言」を鑑賞できる機会であり、継続のた 

めには、分かりやすい内容で底辺の拡大を図る必要があります。 

【方向性】実施主体である民間との協働を基本に、分かりやすいものになるように鑑賞 

講座、ワークショップなどを取り入れながら、県伊那文化会館とも連携し継続 

開催します。 

自己評価    b  
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 (２)博物館などの整備・活用 

                                 

事 務 事 業 №４０ 創造館 H26年度決算額 39,615千円 

事業の目的 

市民の憩いの場及び生涯学習の場として、施設の管理・運営を行うとともに、「縄文 

から宇宙まで」をテーマに自然科学、宇宙、考古、歴史・民俗、芸術、環境などに関 

するユニークで独創的な事業を実施し、夢多き未来に向かって人類の進化の礎である 

「創造」を実践します。 

事 業 内 容 

〇 自主事業 

 ・講演会、講座等の開催 

〇 展示関係 

 ・常設展、企画展３回、逸品展１回 特別展２回 

〇 貸館業務 

 ・学習室、体験教室１、体験教室２、講堂 

〇 資料の保管 

達 成 状 況 

 

平成26年度 事業内容 

【講演会】第13回企画展ギャラリートーク＆コンサート、「南アルプスの魅力を

探る」、第 14回企画展特別講演会 参加者215人 

【講座等】宇宙の学校（５回）、地球の学校（４回）、夏の体験教室（４講座）、秋

冬の体験教室（３講座）、ジオ体験教室（化石のレプリカ作り）、お手軽！シカ肉

家庭料理教室           11講座 26回  延参加者 744人 

【常設展示】 神子柴遺跡出土品及び顔面付釣手形土器（国重要文化財） 

【企画展展示】 

 第 13回企画展（縄文の夜神楽 豊の創成）、 

第 14回企画展（伊那市の大！大地博覧会）、 

第 15回企画展（伊那市の大！大絵馬博覧会） 

 逸品展其之九（マンガと戦時中の世相） 

特別展 ジオパーク特別展、橋爪玉斎－「千匹馬図」と「井月の肖像」を 

描いた文人と人と作－展              延観覧者 17,365人 

【施設整備】 

自然科学収蔵室２を燻蒸処理 

【貸館】 延利用者 17,911人 

【参考】 H26  開館日数 300日、利用者数  38,430人 

H25  開館日数 300日、利用者数 29,085人 

事業の課題及

び方向性 

 【課 題】事業の実施に際して、生涯学習センター、市立図書館、公民館等の社会教育 

施設との棲み分けを図るとともに、連携・協働を推進する必要があります。 

子どもが興味を持ち、参加したくなるプログラムの作成が必要です。 

【方向性】自然科学、考古、宇宙、歴史、教育等を中心にユニークで魅力あ 

る事業の企画･運営を実践するとともに、学習と交流の拠点施設として、市民等 

が利用しやすい館の運営に努めます。 

自己評価    a  

 

マスコットキャラクター 

   「つくルン」 
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事 務 事 業 №４１ 高遠町歴史博物館 H26年度決算額 18,760千円 

事業の目的 

市民の歴史文化に係る学習と教養の向上を図るため、地域の歴史と文化に関する資料を収

集、保管、展示します。また、市の観光にも寄与するため広く情報を発信し、資料の活用を

通じた文化交流を図ります。 

事 業 内 容 

○歴史博物館の運営及び管理 

○常設展示 

展 示 場 所 展 示 内 容 

桜シアター 満開のタカトオコヒガンザクラの映像 

山車展示室 貴船社山車や仲町山車など勇壮な山車と祭り 

第１展示室 
高遠城のジオラマや絵図などの高遠藩関係資料 

高遠城主内藤家に伝わった家宝の兜や古文書 

第２展示室 

（特別展示） 

藩校進徳館と「高遠の学」 

伊澤修二・多喜男、中村弥六など地域が生んだ偉人たち 

高遠石工と石仏師守屋貞治 

絵島囲み屋敷 

江戸時代大奥で６代将軍家宣の側室月光院に仕えた絵島が、将軍家

の墓参の帰路、芝居見物をして帰城が遅れ、公務をおろそかにした

として罪に問われ、高遠へ遠流となった当時の復元屋敷を展示 

○特別展の開催（下記） 

達 成 状 況 

○平成26年度特別展 

魅力ある特別展を開催し、観光客の誘致にもつながっています。 

第44回特別展 

高遠藩大甲冑展 ～内藤家旧蔵武具のゆくえ～（3月21日～6月 22日） 

 第45回特別展 

高遠石工石仏写真展 ～守屋貞七・孫兵衛・貞次～（8月26日～9月28日） 

第46回特別展 

新収蔵品展 ～眠りからさめた郷土のお宝Ⅱ～（10月16日～12月7日） 

 第47回特別展 

  伊那市中学生社会科新聞展 (11月1日～11月9日) 

 

【参考】 

・特別展開催数 4回 （H24:3回、H25:3回） 

・年間入館者数 16,782人 （H24: 22,536人、H25: 20,785人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】市民の歴史文化の学習と教養の向上のために、所蔵資料の活用、情報発信、 

他市との文化交流を図る必要があります。 

【方向性】館の取組が市民から見え、皆さんの伊那の地を愛する思いに応える学習セン 

ターとしての働きを高めるため、常設展示に加え、魅力ある特別展や講座を開 

催します。そのためにも、臨時職員のみの現体制から、専門知識を備え、企画 

運営力がある職員の配置について検討をします。 

自己評価  ｂ  

 



 - 32 - 

               

事 務 事 業 №４２ 信州高遠美術館 H26年度決算額 30,761千円 

事業の目的 地域の方々が芸術文化に触れ、親しんでもらう機会を提供するため、美術館を運営します。 

事 業 内 容 

○常設展 

原田政雄画伯から寄贈された 668点の作品を中心に、地元出身の中村不折、池上秀畝、

江崎孝坪の作品や、平山郁夫、中川紀元などの作家の作品を展示 

○ギャラリー展 

地元で活躍している作家やグループ、高校生、保育園児などの作品を展示 

○特別展 

○アートスクール 

東京藝術大学の学生、地元芸術家などの指導と協力を得て、人物クロッキー、風景画、

陶芸などの講座を通年開催 

○ミュージアムコンサート 

弦楽器や歌など国内外で活躍中の演奏家や地域で活躍している演奏家によるコンサー

ト 

達 成 状 況 

伊那市唯一の美術館として、芸術鑑賞にとどまることなく、芸術講座などを積極的に企画

し、市民の芸術文化の向上に寄与しています。 

○平成26年度特別展 

テ  ー  マ 内     容 

佐野藤右衛門・小松華功展

(4月5日～5月25日) 

京都嵯峨野の三代にわたる桜守として、また、日本有数の

桜に関する美術コレクター佐野藤右衛門の室町時代から近

代までの屏風や掛け軸、金工、漆工芸などを展示、また、伊

那谷出身で京都にて蕗窯を営む陶芸家小松華功の陶磁を展

示しました。 

榎木孝明展(7月5日～8月

20日) 

俳優としてテレビ・映画・舞台で活躍する榎木孝明が国内

外を旅する中で出会った風景画や高遠城址公園や長谷等の

爽やかな水彩画を展示しました 

加藤邦彦・温子展(9 月 20

日～10月 29日) 

ドイツで日独相互理解促進活動や文化活動をする彫刻家、

加藤邦彦と絵画作家、温子夫妻による石彫・木彫、銀杏をテ

ーマにした油彩画作品を展示しました。 

池上秀畝展(12 月 3 日～3

月30日) 

高遠町の画家の家系に育った池上秀畝の生誕 140年・没後

70年を記念して、フランス万国博覧会出品作品を含む代表作

品を展示しました。 

 

○ミュージアムコンサート 

布施雅也＆石川みどりコンサート、藤森秀則コンサート、川畠成道ヴァイオリンリサイタル 

 

【参考】入館者数 13,549人 （H24: 26,536人、H25: 18,342人、） 

コンサート入場者250人 （H24:360人、H25: 264人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】入館者数が減となり企画展の内容や周知等の検討が必要と思われます。所蔵美術

芸術品の活用をはかるとともに、美術や芸術に関連する講座・教室など魅力ある

事業の企画運営を進める必要があります。 

【方向性】魅力ある企画展及び所蔵作品を活かした展示企画の検討を行い、市民や地域への

幅広いＰＲに努めます。また、魅力ある講座・教室を企画、貸し館事業(コンサ

ート・展覧会・結婚式等)も進めて、芸術文化に触れ、美術館に親しんでもらえ

る機会を積極的に提供します。 

自己評価    b  
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第 3節 文化財の保存・継承・活用 

３－１：文化財の保存・継承・活用 

 

歴史資料や美術工芸品、建造物などの文化財は、保護するだけでなく、積極的に公開し、活用します。また、

地域の民俗芸能を継承する活動を支援します。 

 

(１)文化財の保存・継承・活用 

事 務 事 業 №４３ 史跡高遠城跡 H26年度決算額 3,966千円 

事業の目的 

昭和48年に藩校進徳館を含め国指定史跡となった。それ以前の昭和 35年にはコヒガンザ

クラ樹林が県の天然記念物に指定されており、4月の観桜期には多くの観光客でにぎわう。 

合併後の新伊那市の歴史財産である城跡の価値を損なうことなく次世代へ受け継ぎ、だれ

もが地域の歴史や文化を学ぶことができる環境づくりを進めるため、史跡の保存整備事業を

行います。 

事 業 内 容 

○三ノ丸北側斜面整備事業の実施 

・史跡高遠城跡保存管理計画等に基づき、復元時期を幕末に設定して復元整備を行います。

土砂流出崩落を防止し、景観回復のためにも自然植生の再生による森林整備事業を行う。 

達 成 状 況 

・現況測量・樹木調査 

・整備工事設計業務 

・進徳館建物老朽化調査を行いました。 

（北側斜面整備工事の概要） 

計画地面積 8524㎡  

 カラマツ人工林等の伐採、基盤整備工、植栽工を計画 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】整備実施計画の短期整備計画（H17～）に基づき、残存遺構などの調査を進 

める必要があります。 

【方向性】前期計画の調査結果に基づき、整備委員会の開催により後期整備実施計画の 

策定を進めます。 

自己評価 ｂ  

 

   

    

 

 

 

 

              

 

 

                             池上秀畝 画「旧高遠城之真景」
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事 務 事 業 №４４ 民俗資料館 H26年度決算額 4,113千円 

事業の目的 

市内の民俗資料を継承するため、資料を収集・保管・整理・展示するとともに、体験でき

る施設として「なつかし館」と、歴史的建造物の「旧馬島家」、「旧池上家」を企画運営しま

す。 

事 業 内 容 

○なつかし館、旧馬島家、旧池上家の企画運営 

施  設  名 内  容  等 

高遠なつかし館 

住民から集めた昔懐かしい農具や生活用品などを展示。

機織りや縄ない、蓄音機、足踏みミシンなどの体験がで

きる。高遠藩医を勤めた馬島家に関する資料も展示して

ある。 

旧馬島家（県宝） 

江戸時代に高遠藩の眼科医を勤めた馬島家の住宅。本棟

造りの建物で、後世の改造が少なく、建造当初（天保 7

年（1836）頃）の形式を残しており、高遠藩当時の規模

の大きな住宅の間取りを良く示している。 

旧池上家（市指定文化財） 

豪壮な歴史の重さを感じる建物で、間口５間、奥行９間

の町屋造り板葺きの住宅。町屋造りの家屋としては町内

で最も古く、所蔵されている古文書も多い。池上家は、

高遠城下で醤油や酢の自家醸造や販売を営みながら、

代々町の重職を務めた。 

○特別企画展示の開催（年2～3回） 

○公民館と共催で体験講座を開催（4～5回） 

達 成 状 況 

○企画展 

「ひなまつり展」2/27～4/27、 「五月人形展」4/30～5/26 

○体験講座（高遠町公民館と共催で実施） 

古布を使った布草履づくり、手ぼうきづくり、しめ飾りづくり 

計３回 

【参考】年間入館者数 4,321人（H24；4,792人、H25；5,539人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】駐車場が整備され、観桜期間中の入館者が増加しました。更に、昔を体験で 

きる施設として広くＰＲし、利活用を図る必要があります。 

【方向性】「観て・触って・やってみる」をモットーに、魅力ある企画展、体験講座など 

 を実施し、地域の皆さんに親しんでもらえる、観桜期以外にも集客できる運営 

に努めます。 

自己評価 ｂ  

 

 

 

 

 

            

  

 

 

 

           

 旧馬島家 （県宝）          旧池上家（市指定文化財） 
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事 務 事 業 №４５ 旧井澤家住宅 H26年度決算額 1,700千円 

事業の目的 
伊那街道伊那部宿の宿内で唯一の本棟造で最古の建物を保存するとともに、一般公開し活

用を図ります。 

事 業 内 容 

○管理及び運営を地元「伊那部宿を考える会」に委託 

○一般公開 

 ・建物の概要 木造一部２階建 建築延面積 389.88㎡ 

達 成 状 況 

○平成26年度特別企画 

「伊那部宿写真展」、「会員所蔵品展」ほか 

【参考】入館者数 1,444人 （H25: 1,656人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】地元の歴史的施設として有効に活用するとともに、周辺施設とも関連させな 

がら、常に魅力ある運営を進める必要があります。 

【方向性】地元の伊那部宿の貴重な歴史資料を生かし、多くの来館者を誘客できるよう 

企画について継続して見直しを進めます。 

自己評価    ｂ  

 

 

事 務 事 業 №４６ 考古資料館 H26年度決算額 175千円 

事業の目的 中央道発掘調査出土遺物及び市内遺跡発掘調査出土遺物の収蔵 

事 業 内 容 
考古資料（市内遺跡）と近世の絵馬を収蔵 

 月見松遺跡遺物の再整理事業 

達 成 状 況  遺物の再洗浄、接合、ネガフィルムの整理 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】現場での資料等の保存量が少なく、写真資料との整合がとりにくい 

【方向性】資料の再整理を行い、資料展示について検討中です。 

自己評価    b  

 

 

事 務 事 業 №４７ 民俗文化の伝承 H26年度決算額 1,500千円 

事業の目的 
「山寺のやきもち踊りの習俗」や「中尾歌舞伎」、「高遠囃子」などの民俗文化を継承する

活動を支援します。 

事 業 内 容 
中尾歌舞伎などの民俗文化の継承を図るため、国・県・市の補助・助成制度を活用した支

援事業を行っています。 

達 成 状 況 

平成26年度事業 

○伝統文化親子教室事業（文化庁）を活用（６団体） 

○コミュニティ助成事業（県市町村振興協会）を活用 

 踊り衣装等更新（孤軍高遠城伝承会） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】地域の民俗文化を伝承しようとする地域の活動や保存会を支援する必要が 

    あります。 

【方向性】有利な財源を確保しながら支援を進めます。 

自己評価    ｂ   
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第 4節 スポーツ・レクリエーションの振興 

４－１：豊かなスポーツライフの実現 

 

いつでも、どこでも、だれもがスポーツに親しみ、心身の健康の保持増進を図るとともに、活力ある地域社会

を形成するため、生涯スポーツを推進し、市民一人ひとりの「豊かなスポーツライフ」の実現をめざします。 

 

(1)スポーツライフの実現 

 

事 務 事 業 №４８ 市民体育祭 H26年度決算額 1,272千円 

事業の目的 
伊那市におけるスポーツの振興・推進のため、市民を対象とした当該大会を開催すること

により、市民のスポーツの関心を喚起し、健康増進に寄与します。 

事 業 内 容 

 

○市民体育祭の開催                                

（ ）内 H25 

種    目 参加者数 種    目 参加者数 

ゴルフ 186 (179)人 バドミントン 117 (87)人 

軟式野球（学童） 318 (305)人 バレーボール 186 (225)人 

〃  （一般） 457 (505)人 バスケットボール 中止 (263)人 

山岳 21 (25)人 ソフトボール 395 (411)人 

太極拳・気功 39 (28)人 ソフトテニス 192 (149)人 

少林寺拳法 43 (39)人 卓球 108 (88)人 

ゲートボール  80 (145)人 柔道 200 (135)人 

硬式テニス  52 (65)人 サッカー 161 (195)人 

弓道 132 (145)人 マレットゴルフ 79 (94)人 

剣道 310 (326)人 ソフトバレー 118 (128)人 

陸上  78 (61)人 スケート 40 (46)人 

トリムバレー 172 (213)人 綱引 47 (36)人 

フットサル 中止 (335)人 スキー 51 (中止)人 

海洋    中止 (12)人 パターゴルフ      21 (42)人 

カヌー     18（10）人 ラグビー 15 (30)人 
 

達 成 状 況 

体育協会の各専門部が種目毎に主管となって実施し、市民に最も身近なスポーツ大会とし

て開催しています。ホームページ等の広報を充実させ、参加者を増やす方策を講じながら、

継続して開催することを目標に実施します。平成 26 年度は会場の都合により中止となった

競技がありました。 

 

【参考】平成 26年度実施状況26種目27部門（７月６日から２月 15日）３種目中止 

参加人数3,636人 （H24:4,535人、H25:4,322人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】多くの市民が参加できるよう、競技性のみでなく、普及も念頭に置いた内容や広

報を充実させることにより参加者を増やす工夫が必要です。 

【方向性】引き続き広報等PRに努め、市民が参加しやすい大会の持ち方と初心者が参 

加できる種目についても検討し、開催します。 

自己評価 ｂ  
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事 務 事 業 №４９ 総合型地域スポーツクラブ H26年度決算額 4,062千円 

事業の目的 スポーツの振興及び市民の健康増進・体力向上を図ります。 

事 業 内 容 
総合型地域スポーツクラブの活動支援 

・スポーツ教室の開催、各種イベント・大会の開催 

達 成 状 況 

市民が手軽にスポーツを楽しむことができる複合型のスポーツクラブとして、各種イベン

トや教室の開催を通じ、会員の登録数が着実に増えてきています。 

通年開催の講座は 90 を超えており、スポーツ以外の分野の教室も開催しています。これ

は、スポーツに関心のない市民にとって、新たにスポーツに取り組むきっかけづくりとなる

ことの期待や、多くの会員を確保しクラブの経営を安定させるなどの目的があり、先進的な

取り組みと評価されています。 

平成 26 年度も市からの委託事業で、各スポーツ団体向けに指導者スキルアップ講座を開

催しました。 

これまでの体育施設利用料金の減額に代わり、減額相当分を助成する形で平成 26 年度よ

り新たな支援を行っています。 

今後、伊那市の生涯スポーツ振興の中心を担う存在となることが期待されています。 

【参考】クラブ登録会員数 2,320人 （H24:2,159人、H25:2,272人） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】自主運営型のクラブとして自立できるように会費の値上げ等により受益者負担の

割合を高めました。会費の値上げに見合う、地域ニーズにあった各種事業を開催

する必要があります。また、ウェストスポーツパーク管理センターの取り壊しに

あわせ、拠点施設の移転について検討していきます。 

【方向性】各種大会、教室の開催など、より多くの市民がスポーツに係われるようなクラブ

運営を、総合型地域スポーツクラブが自立し推進できるよう支援します。 

自己評価 ａ  

 

 

事 務 事 業 №５０ 春の高校伊那駅伝 H26年度決算額 9,500千円 

事業の目的 
長野県内の陸上長距離競技のレベルアップ及び振興を図るとともに、観光や合宿等の集客

や伊那市のＰＲを行います。 

事 業 内 容 

春の高校伊那駅伝の実施 

・実行委員会の運営 

・関連団体や関係機関及び参加校等との連絡調整全般 

達 成 状 況 

全国から注目を集める大会に成長し、男女合わせて 207校がエントリーしました。当日は

過去最多の 185チームが参加し、大会の充実が図られました。好天に恵まれ、応援運動やイ

ベントなども盛り上がりを見せ、沿道からたくさんの市民に応援していただき、市民ととも

に作り上げる駅伝となっています。 

また、伊那市の魅力発信・合宿誘致についても、機会を得て合宿ガイドや観光パンフレッ

トを送付し、取り組みを進めています。今大会でも、農家民泊の利用を案内し、1 校が宿泊

しました。 

【参考】エントリー数 1,940人 （H24：1,668人、H25:1,859人） 

出場数 185チーム （H24:167チーム、H25：180チーム） 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】陸上競技の普及・振興とともに、伊那市のＰＲにきわめて有効な事業であるため、

観光ＰＲや合宿誘致等も念頭におき、「駅伝のまち」として大会を充実させる必

要があります。また、参加校が増えたことから、引き続き安全な大会となるよう

交通規制等について常に見直しを行う必要があります。 

【方向性】実行委員会を中心に、魅力ある安全な大会運営を進めます。加えて、男子第 40

回記念大会（平成28年度）に向けて記念事業の検討を進めます。 

自己評価 a  
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事 務 事 業 №５１ ソフトボールの振興 H26年度決算額   0千円 

事業の目的 
ソフトボールのまち「伊那市」として、毎年継続的に全国規模の大会を開催することによ

り、市民にハイレベルな試合観戦の機会を提供しています。 

事 業 内 容 
〇全国規模の大会の開催 

〇長野県ソフトボール協会へ大会補助金交付 

達 成 状 況 

○平成 26 年度については、予定していた日本女子ソフトボール 2 部リーグについて、招致

が実現せず、全国規模の大会は実施されませんでした。平成 27 年度は、全日本レディース

ソフトボール大会、東日本大学ソフトボール選手権大会の 2大会が開催できる予定です。ま

た、4 月に開催されている伊那市ソフトボール協会主催の「全国ハイシニア信州伊那さくら

大会」は 3回目を数え、全国各地から大勢の参加があります。 

○小学生女子チーム「アルプスイーナちゃんクラブ」も、継続的な活動をしています。 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】全国大会の誘致と、競技人口の拡大を図る必要があります。 

【方向性】引き続き全国規模の大会誘致と式典の簡素化など経費の見直しを行なうとと 

もに、ソフトボール教室の開催、指導者の育成など競技人口の拡大ができるよう、

ソフトボール協会を支援します。 

自己評価 ｂ  

 

 

事 務 事 業 №５２ 体育施設の整備 H26年度決算額 118,019千円 

事業の目的 利用者の利便性向上を図るため、体育施設及び設備の整備を進めます。 

事 業 内 容 体育施設等の管理及び整備 

達 成 状 況 

平成26年度事業 

 (1) 勤労者福祉センター附属施設建設工事  延床面積497.76㎡ 

 (2) 勤労者福祉センター附属施設実施設計・工事監理業務委託 

 (3) 陸上競技施設公認更新業務委託 

  陸上競技場公認事前検定・10マイル競走路検定  

 (4) 市民プール補修工事  濾過材入替、流水モーター改修 

 (5) サンビレッジ庭球場人口芝補修工事 人口芝一部補修 

(6) 伊那西運動場・高遠スポーツ公園総合運動場附属施設解体倉庫移設工事 

事業の課題及

び方向性 

【課 題】老朽化施設の整備及び施設の統廃合を順次進める必要があります。 

【方向性】平成 26年度に策定された「体育施設のあり方に関する基本的な考え方」を受け、

市としての体育施設のあり方について議論を深めることとします。 

自己評価 a  

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

         春の高校伊那駅伝          勤労者福祉センター附属施設建設工事竣工 
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【参考】 

 

 

平成２７年度 教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

追加・廃止事業及び前年度自己評価から変更のあった事業にかかる評価理由 

 

 

１ 追加事業 

 

№  該当なし   

 

 

 

２ 廃止事業 

 

№  該当なし   

 

 

 

３ 前年度自己評価から変更のあった事業 

 

№51  ソフトボールの振興 a→ｂ 

 平成26年度は長野県ソフトボール協会を通じて全国規模の大会が招致できず、開催できなかったた

め。 
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 伊那市教育委員会評価委員による意見 

 

１ 教育委員会の自己評価について 

 

「概ね妥当」である。 

 

【理由】  地域や民間の力をより生かしていくという課題はあるものの、広範囲にわたってバランスよく事業

が行われている。 

「心の教育と支援」事業では何をもって成果とするかの判断は難しいところであるが、もっと評価

されてもよい。 

 

２ 伊那市の教育行政及び事務事業全般について 

 

（１） 学校教育、心の教育と支援、生涯学習・社会教育の推進、図書館の充実など施策がバランスよくなさ

れている。児童・生徒が学習面でも社会性の面でも健やかに成長できるよう今後も地域の声を生かした

取り組みの継続をお願いしたい。 

 

（２） すべての子どもたちの「生きる力」を育てるための支援活動が充実している。特別支援教育、子育て

支援、不登校対策など個々のケースに対応できる配慮がされている。また、保健・福祉部局との連携に

よる相談体制も構築されている。幼保小中の連携ができており高く評価できる。中高の連携には困難点

も多いと思うが、今後も相談支援体制の継続に取り組んでいただきたい。 

 

（３） 市民大学・桜大学・長谷の孝行猿の学習など、伊那市としての特色ある取り組みが多く高く評価でき

る。地域創成のためにも子どもたちに地域の良さ、自然に恵まれていること、歴史資産の多いことなど

を伝え、子どもたちの成長を促すとともに、将来地域で頑張る子どもたちを今後も育てていただきたい。 

 

（４） 伊那市を含め上伊那全体でも今後少子化が加速していく。高等学校を含め学校の適正配置についての

検討を早めにお願いしたい。 

 

（５） 取り組み事業の莫大さに驚いた。人口が多く、学校も多い中、独自性のある取り組みを行うことは大

変なことと感じる。保育園、小学校、中学校、高校と園児・児童・生徒の個性が失われることなく伸び

伸びとした教育がされている。生涯学習においては、対象が社会人中心となり、運営が大変な面もある

ことと思うが、事業が遂行されている。今後、地方創生がひとつのキーワードになることは誰もが感じ

ていることと思う。伊那市に生まれ、伊那市の学校を出て、伊那市で働き、伊那市に居住する。伊那市

が好きな子どもになってもらいたい。学校教育も現在も取り組んでいただいているが、伊那市でよかっ

たと思ってもらえるように、行政も我々も関わっていきたい。 

 

（６） 豊かな人間性や社会性を身につけ「生きる力」を育むという理念のもと、各学校が個性ある取り組み

をしているところは大変評価すべき点だと思われる。こうした取り組みは簡単に数字で成果を示せるも

のではないが、だからこそ大切で、それをやり続けていることにとても意義があると思う。 

 

（７） スポーツや文化の面において幅広くサポートされており、市民にとっては充実したサポート体制にな

っていると思う。ただ、内容がマンネリ化しないよう新しい取り組みを行ったり、費用対効果の検証は

常に行うようにして欲しい。 

 

 （８） 転入してきて伊那市の風土、人柄のよさを実感している。伊那市で育った子どもたちが一旦外へ出て、

外からみて改めて伊那市のよさに気づくと思う。そうした経験も踏ませてほしい。 
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３ 各事務事業について 

 

№ 事務事業等 意    見    等 

１ 

～ 

16 

学校教育の充実 

取り組むべき範囲は満たされていると思うので、心の教育と支援、不登校

児童生徒支援、特別支援教育、幼保小中連携、スクールカウンセラーの配置

など心や体に課題を持つ子どもたちへの支援は、引き続き内容の充実を願い

ます。 

各校の個性的な総合学習や、様々な支援は時代の流れとともに今後ますま

す重要となってくると思われる。特に、外国籍児童生徒への支援や心の教

育・支援は、より必要とされると思うので、更なる充実を求めると同時に、

市民の側もサポートしてもらうことを当然と捉えることなく、自らサポート

し合う心や雰囲気を育むことが必要だと感じている。 

今、世界中の情報がリアルタイムで入り価値観が多様化する中で、子ども

たちが自分のアイデンティティーを確立するのは容易ではないと思う。そん

な時代だからこそ、伊那市で育ったことが将来の糧となるよう、ますます充

実した教育がなされることを願っている。一市民として理解・支援していき

たい。 

 

１ 総合的な学習 

地域的な特色を生かした取り組みがされており高く評価できる。伝統的な

伊那小学校の取り組みのほかにもすべての小中学校で工夫を凝らした取り

組みがなされている。こういった活動には地域を理解すること、コミュニケ

ーション能力の向上など多くの利点があり、事業の課題や方向性を適切に捉

えている。 

信州型コミュニティスクールについて、辰野町では教育委員会を中心に小

中高と一貫した取り組みがなされ、組織がスリムである。総合的学習がコミ

ュニティスクールと合致するような特色を出して欲しい。 

 

 

 

２ 

 

 

学力向上 

標準学力検査の結果から、課題はあるものの全国標準の範囲内にあり、取

り組みの成果が上がっていると感じる。引き続き分析や授業力向上に努めて

いただくとともに、生活習慣の確立について家庭や地域と連携していくとい

う取り組みの方向性はよいと思う。 

 

３ 

 

幼保小中の連携 

 

小1プロブレム、中１ギャップなどの不適応への対応や連携プログラムに

沿う密度の濃い連携が一層求められている。 

 

４ 

 

24 

∼26 

読書活動の推進 

 

図書館の充実 

 

学校図書館司書の配置や図書館の充実の取り組みは素晴らしいと思う。子

どもたちは最初に自分がなじんだインプットの方法が最も積極的になれる

との話がある。パソコンやスマホなどになじんだ子どもたちの読書の方法に

ついて、電子図書の利用の在り方を含め研究していく時期であると思う。 

 

 

 

５ 

 

 

 

特別支援教育 

 

特別な支援を必要とする児童生徒が増加傾向にあるとのことであり、心的

距離の縮小とともに福祉関係とも連携を取り合った対応がより必要になる

と思う。 

伊那市には、伊那養護学校が存在し児童生徒は上伊那全域から通学してい

る。特別支援の生徒達の就労先の問題も山積しており、これからもっと充実

させていくべき事業だと思う。 
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№ 事務事業等 意    見    等 

 

６ 

 

外国籍児童生徒の支

援 

十分な支援体制が取れている。今後も国全体が国際化の流れの中で、市民

一人ひとりも、外国籍の方との交流、対応が求められ、そのための支援も必

要になる。 

 

 

７ 

 

 

給食運営 

 

地元の食材、安心できる食材を提供するためには費用もかかる。各学校で

の給食への地元食材、安心できる食材提供の継続を希望する。場合によって

は食材の産地一括仕入れを検討してもよいのではないか。 

 

 

８ 

学校施設の耐震

化・長寿命化 

地域の避難所としてなくてはならない学校であり、早期の補強をお願いし

たい。 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

学校備品整備・情報

教育 

ＩＣＴ活用できなければ生き残れない時代になっており、タブレット端末

や校内ＬＡＮの整備の方向性は評価できる。情報モラルや情報セキュリティ

ーは行政的観点からも整備していただけると学校での対応がしやすくなる。

高校でもアクティブラーニングの視点からＩＣＴ活用が求められていおり、

国の事業などと絡め推進するのはよい観点だと思う。 

アプリの多様化を受けたスマートフォン所有の低年齢化が進んでおり、ス

マートフォン、インターネット、ラインなどの使用を規制すること自体難し

くなっている。学校の先生も指導してくれているが、ＩＣＴ活用の必要性が

ある一方、有害サイトやいじめにつながるラインの問題、事件に発展するケ

ースが後を絶たない状況である。伊那市、上伊那の教育方針としてこれから

先どのように対応していくのがよいか方向性を打ち出してほしい。会話する

こと、読書はさせていきたい。 

 

 

10 

 

 

 

高等学校支援 

 

 

高遠高校への支援事業は少子化が進む中で特色ある学校運営ができる有

効な手立てとなっている。高遠中学のみならず東部中学校や春富中学校との

交流や教員相互乗り入れなどの支援が引き続き必要と思う。 

 

 

 

 

 

 

12 

～16 

 

 

 

 

 

心の教育と支援 

不登校の未然防止や対応についてはマニュアル通りにはならず学校現場

で大きな課題となっている。伊那市では中間教室の配置、子育て支援相談、

不登校児童生徒ネットワークなど積極的に取り組んでおり、外部人材の活用

を含めた幅広い対応ができていると感じる。専門部局や専門機関との連携を

図る方向性は適切であり、スクールカウンセラーの配置時間の上乗せは学校

にとっても大変心強いと思う。方向性にあるように市として対応していただ

ける体制の継続をお願いしたい。最近は医療関係との連携も求められるケー

スも増えているのでＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）の活用について

も検討いただけるとありがたい。また、有資格者の人財バンク登録、積極的

な情報収集を通じ人材の確保に努めて欲しい。 

心の教育と支援についてはどの事業においても十分な体制が取られてお

り、充実した支援体制だと言える。ただ、個別事業がそれぞれ類似している

ため、総合的なものにまとめてもよいかもしれない。 

 

 

13 

 

 

子育て教育支援 

相談、家庭児童 

相談 

上伊那に児童相談所はなく、諏訪児童相談所の対応となる。伊那市は相談

件数も多く、相談室の先生方も大変かと思われる。専門的な配置が早急に必

要になると思う。 
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15 

16 

 

 

子どもと親の相談員

配置、スクールカウ

ンセラー配置 

各学校で対応しきれない状況はどの方面の会議でも聞かれる。県との連携

もあるが、拡大の必要がある。 

相談内容の複雑化や、各家庭における問題が解決しきれていないまま、子

どもに影響を与えている。親も親になりきれていない面もある。 

 

 

 

29 

 

 

学校人権同和教育 

学校人権についていじめ問題がクローズアップされている。自尊感情の低

下やコミュニケーション能力の低下が要因の一つと考えられる。教職員の人

権感覚を高めることとともに子どもたちの体験活動による自尊感情の高ま

りが必要であると思う。事業の課題、方向性ともに適切に捉えている。 

 

 

 

30 

∼34 

 

 

 

青少年の健全育成 

 

 

地域で青少年を守る運動は少子化や担い手の高齢化に伴い活動の維持が

難しくなっている。学童クラブや少年補導委員会・少年補導センターの活動

など歴史のある取り組みが図られる一方で、子ども週末活動の支援など新し

い形の青少年健全育成の取り組みもなされている。はなまる地域探検隊には

高校生も多く参加させていただきよい体験の機会になっており、地域で子ど

もを見守り育てるために様々な取り組みを行う方向性はとてもよいと思う。 

 

 

 

35 

～37 

 

 

文化事業などの 

充実 

 

伊澤修二記念音楽祭、い～な音楽祭、市民音楽祭はそれぞれのスタイルを

持った素晴らしい取り組みで、積極的なＰＲが必要と思う。それぞれの催し

の役割や住み分けについてはもう少しわかりやすく宣伝した方がいいと思

う。井月さんまつりについては、故郷を離れて生活している方にとっても故

郷の誇りとなっており、示された方向性に沿い開催方法や内容を検討してい

くことが必要だと思う。また、民間主導による運営の可能性の検討もよい方

向と考える。 

 

 

 

 

 

40 

～42 

 

43 

～47 

 

 

 

博物館などの整

備・活用 

 

文化財の保存・ 継

承・活用 

文化施設も充実しており、創造館の活動、高遠町歴史博物館、信州高遠美

術館、民俗資料館、考古資料館など多くの貴重な施設の宣伝活動や教育・文

化活動への利用方法などＰＲしていただければありがたい。 

 

保存・存続の必要はあるが費用がかかり、何かよい方策があれば検討

の必要があると思う。課題にもあるＰＲ方法や観光客の取り込みを強化

するなど保存費用を捻出できるようにしたい。 

文化財の保存、伝承は必要ではあるが、一方で維持管理のコストもかかる。

より魅力あるイベントを開催するなり、指定管理にするなり、コスト面での

対策は必要だと思う。 

 

 

 

 

 

48 

～52 

スポーツライフの

実現 

 

市民体育祭、総合型地域スポーツクラブなど、多くの市民がスポーツを楽

しめる取り組みがなされている。クラブの運営が自立型になるのはよい方向

であり、会費の値上げに見合う運営が求められると思う。春の高校駅伝は全

国規模の大会となった。「駅伝のまち」となるよう魅力ある大会運営や安全

性についての取り組みはよい方向と思う。ソフトボールの振興については残

念ながら高校での部員数確保に課題がある。方向性にある指導者の育成や競

技人口の拡大への支援は重要と思う。 
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50 

 

 

 

春の高校伊那駅伝 

 

 

 

スポーツ振興に関しては大変充実していると思う。特に、高校駅伝は全国

から多数の来訪者があるため、宿泊施設の利用を始めとした地域経済の活性

化につながっている。今後もそうした取り組みを続けてもらいたい。と同時

に、その恩恵を受けている観光業者は、それに甘んじずにこうしたイベント

を最大限に活用していくべき。 

高校駅伝では選手のほか多くの関係者が宿泊する。また、平成３０年には

「全国高等学校総合文化祭」の開催も予定されていることから、市内宿泊施

設の充実とサービス向上を図っていただきたい。 
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